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第
27
回

空
也
堂
と
本
能
寺
旧
跡

■

野
口
家
住
宅

本
シ
リ
ー
ズ
第
2
回
で
は
、
町
名
看
板
「
醒
ヶ
井
通
四
条
上
ル
藤
西
町
」

か
ら
出
発
し
て
南
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
逆
に
北
へ
進
む
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
町
名
看
板
の
位
置
（
四
条
醒
ヶ
井
の
東

北
角
）
を
正
確
に
い
え
ば
、
下
京
区
　か
し
わ
や
ち
ょ
う

柏
屋
町　
で
、
中
京
区
藤
西
町
の
南
に
隣

接
し
て
い
ま
す
。

醒
ヶ
井
通
は
、
錦
小
路
通
で
堀
川
高
校
の
南
塀
に
突
き
当
た
っ
て
、
こ
こ

で
い
っ
た
ん
中
断
し
ま
す
。
こ
の
丁
字
路
を
東
へ
。
醒
ヶ
井
通
の
一
筋
東
の

通
り
、
油
小
路
通
に
出
る
と
、
町
名
看
板
「
油
小
路
通
錦
小
路
下
ル
藤
本

町
」
1©
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
町
名
が
「
藤
木
町
」
の
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
よ
く
目
を
凝
ら
す
と
「
本
」
の
短
い
横
棒
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
が
た

し
か
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
下
京
區
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
は
中
京
区
。

町
名
看
板
1©
の
町
内
に
、
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
の
野
口
家
住
宅
（
中

京
区
油
小
路
通
錦
小
路
下
ル
藤
本
町
）
が
あ
り
ま
す
。
京
町
家
の
典
型
。

京
都
市
に
よ
る
駒
札
の
文
面
を
次
に
引
用
し
ま
す
。
　ち
が
い
だ
な

違
棚　
、
　す
き
や
ふ
う

数
寄
屋
風　
、

　な
げ
し

長
押　
、
　く
ぎ
か
く
し

釘
隠　
、
　て
ん
ぶ
く
ろ

天
袋　
な
ど
は
、
わ
れ
わ
れ
が
住
ん
で
い
る
文
化
住
宅
で
は
す

で
に
姿
を
消
し
た
も
の
で
す
。
建
物
の
写
真
は
、
駒
札
の
説
明
に
あ
る
店
舗

棟
の
道
路
に
東
面
し
た
部
分
で
す
。

町
名
看
板
の
所
在
（
本
能
寺
学
区
界
隈
）

　あ
ぶ
ら
の
こ
う
じ
ど
お
り

油
小
路
通　
　に
し
き
こ
う
じ

錦
小
路　

　さ
が下　
ル
　ふ
じ
も
と
ち
ょ
う

藤
本
町　
1©
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野
口
家
住
宅

同
駒
札

野
口
家
住
宅

野
口
家
は
、
代
々
呉
服
商
を
営
ん
で
き
た
旧
家
で
あ
る
。

現
在
の
主
屋
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
大
火
後
に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
、
店
舗
棟
と
奥
の
居
住
棟
を
玄
関
棟
で
接
続
し
た

表
屋
造
り
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

主
屋
の
表
構
え
は
、
店
舗
棟
の
北
側
に
高
塀
を
接
続
さ
せ
た
構

成
で
あ
る
。
内
部
で
は
特
に
座
敷
が
注
目
さ
れ
る
。
野
口
家
文
書

に
よ
る
と
、
座
敷
は
も
と
伏
見
の
小
堀
屋
敷
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

も
の
を
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
伏
見
の
豪
商
松
屋
彦
兵
衛

か
ら
購
入
、
移
築
し
た
も
の
で
、
十
二
畳
半
の
主
室
と
次
の
間
か

　に
し
き
こ
う
じ
ど
お
り

錦
小
路
通　
　あ
ぶ
ら
の
こ
う
じ

油
小
路　

　ひ
が
し
い
る

東
入　
　く
う
や
ち
ょ
う

空
也
町　
2©

ら
成
る
。
主
室
は
一
間
半
の
床
の
間
と
一
間
の
違
棚
を
そ
な
え
、

端
正
な
な
か
に
し
ゃ
れ
た
数
寄
屋
風
書
院
の
構
え
を
も
ち
、
長
押

の
釘
隠
金
物
や
天
袋
の
引
手
金
具
の
意
匠
に
、
小
堀
遠
州
と
の
関

わ
り
の
深
さ
を
思
わ
せ
る
。

こ
の
住
宅
は
、
京
町
家
の
典
型
例
の
一
つ
と
し
て
貴
重
で
あ

り
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日
、
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

京
都
市

錦
小
路
通
と
油
小
路
通
の
十
字
路
に
戻
っ
て
、
今
度
は
東
へ
ゆ
く
と
、
町

名
看
板
「
錦
小
路
通
油
小
路
東
入
空
也
町
」
2©
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ

の
看
板
も
「
下
京
區
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
中
京
区
。『
京
町
鑑
』

で
は
、「
空
也
町
」
に
つ
い
て
、「
古
空
也
上
人
の
　あ
ん
じ
つ

庵
室　
此
町
に
　あ
り有　
し
ゆ
へ
に

　よ
ぶ呼　
と
ぞ
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
庵
室
と
は
空
也
寺
の
こ
と
。
天
正
十
九
年

〔
一
五
九
一
年
〕
の
京
都
改
造
の
と
き
に
京
極
高
辻
（
現
在
の
寺
町
高
辻
）
に

移
さ
れ
、
現
在
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
11
回
参
照
）。



459 ■ 蟷 螂 山

■

蟷

螂

山

空
也
町
の
東
南
、
西
洞
院
通
の
両
側
は
、「
　と
う
ろ
う
や
ま
ち
ょ
う

蟷
螂
山
町　
」。
祇
園
祭
で
　と
う
ろ
う

蟷
螂　

　や
ま山　
（
西
洞
院
通
錦
小
路
下
ル
蟷
螂
山
町
）
が
出
る
町
で
す
。『
京
町
鑑
』
に

も
、
す
で
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、「
　か
ま
き
り
や
ま

蟷
螂
山　
町
」
と
振
り
が
な
を
ふ
っ
て
あ

り
ま
す
。
現
在
は
、
山
の
ほ
う
は
、
　く
ん訓　
で
「
か
ま
き
り
や
ま
」
と
読
ん
で
も

よ
い
よ
う
で
す
が
、
町
名
は
　お
ん音　
で
「
と
う
ろ
う
や
ま
ち
ょ
う
」
と
読
む
の
が

普
通
の
よ
う
で
す
。
こ
の
近
辺
で
は
、
四
条
通
に
出
た
と
こ
ろ
に
、
四
条
傘

鉾
が
建
ち
ま
す
。
す
で
に
本
シ
リ
ー
ズ
第
4
回
で
、
町
名
看
板
「
四
条
通

西
洞
院
西
入
傘
鉾
町
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

蟷
螂
山
は
、
御
所
車
の
屋
根
に
乗
っ
た
　か
ま
き
り

蟷
螂　
が
カ
ラ
ク
リ
仕
掛
け
で
動
く

の
が
特
徴
。
南
朝
方
の
実
務
官
僚
兼
武
人
で
あ
る
四
条
　た
か
す
け

隆
資　
（
正
応
五
年

〔
一
二
九
二
〕
〜
観
応
三
年
・
天
平
七
年
〔
一
三
五
二
〕）
が
、
北
朝
に
歯

向
か
っ
た
様
を
「
蟷
螂
の
斧
」
に
た
と
え
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。『
祇
園
御

霊
会
山
鉾
記
』（
塙
保
己
一
『
続
群
書
類
従
』
巻
第
五
五
、
続
群
書
類
従
完

成
会
『
続
群
書
類
従
』
第
三
五
輯
、
一
九
七
二
）
に
は
、「
祇
園
会
山
鉾
事

　応仁
一
乱
之
後

再
興

　
」
と
記
し
た
原
扉
の
あ
と
、
応
仁
の
乱
の
前
か
ら
あ
っ
た
山
鉾

が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
か
ま
き
り
山
、
四
條
西
洞
院

と
錦
　
（
マ
マ
）
少　
路
間
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
こ
し
時
代
が
下
っ
て
、

国
宝
の
『
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
』（
一
五
七
四
年
に
織
田
信
長
か
ら
上

杉
謙
信
に
贈
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
屏
風
）
の
中
に
も
描
か
れ
て
い
ま

す
。
ど
ん
ど
ん
焼
け
の
と
き
に
被
災
し
た
た
め
明
治
時
代
に
途
絶
え
ま
し
た

が
、
昭
和
五
六
年
〔
一
九
八
一
〕、
約
百
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
復
活

時
に
新
調
し
た
四
周
の
装
飾
は
、
友
禅
染
で
統
一
。

閑
話
休
題
。
こ
こ
で
、
四
条
　た
か
す
け

隆
資　
の
こ
と
。
南
北
朝
時
代
の
争
乱
の
中

『
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
の
蟷
螂
山

米
沢
市
上
杉
博
物
館
『
国
宝
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
七
ペ
ー
ジ
（
二
〇
〇
一
）

で
、
南
朝
を
実
質
的
に
支
え
る
ほ
ど
の
活
躍
を
し
た
の
に
、『
太
平
記
』
で

は
重
き
を
お
か
れ
て
い
な
い
人
物
で
す
。
と
こ
ろ
が
、『
増
鏡
』
で
は
、
そ

の
後
の
活
躍
を
暗
示
す
る
よ
う
に
、
そ
の
巻
尾
（
鎌
倉
幕
府
滅
亡
に
と
も
な

い
、
後
醍
醐
天
皇
が
配
流
さ
れ
た
隠
岐
の
島
か
ら
帰
京
し
た
正
慶
二
年
・
元

弘
三
年
〔
一
三
三
三
〕
の
記
述
）
で
、
四
条
隆
資
の
還
俗
の
こ
と
に
触
れ
て

い
ま
す
。
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四
　で
う條　
　ち
う
な
ご
ん
た
か
す
け

中
納
言
隆
資　
と
い
ふ
も
　か
し
ら頭　お
ろ
し
た
り
し
、
ま
た
　か
み髪　
お

ほ
し
ぬ
。
も
と
よ
り
ち
り
を
　い出　
づ
る
に
は
あ
ら
ず
、
か
た
き
の

　た
め爲　
に
　み身　
を
　か
く隠　
さ
ん
と
て
、
　か
り
そ
め

假
初　
に
そ
り
し
ば
か
り
な
れ
ば
、
　い
ま今　

は
た
　さ
ら更　
に
　ま
ゆ眉　
を
ひ
ら
く
　と
き時　
に
な
り
て
、
　を
と
こ男　に
な
れ
ら
ん
　な
に何　
の
は
ゞ

か
り
か
あ
ら
ん
と
ぞ
、
お
な
じ
　こ
ゝ
ろ心　な
る
ど
ち
　い言　
ひ
あ
わ
せ
け
る
。

　て
ん
だ
い
ざ
す

天
台
座
主　
に
い
ま
せ
し
　ほ
つ
し
ん
わ
う

法
親
王　
だ
に
か
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
ま
い

て
と
ぞ
　た
れ誰　
に
か
あ
り
け
ん
、
そ
の
　こ
ろ頃　
き
ゝ
し
。

す
み
ぞ
め
の
　い
ろ色　
も
か
へ
し
つ
つ
き
　ぐ
さ草　
の

う
つ
れ
ば
か
は
る
　は
な花　
の
こ
ろ
も
に『

増
鏡
』
終

『
増
鏡
』
巻
二
〇
、「
月
草
の
花
」

『
水
鏡
・
大
鏡
・
今
鏡
・
増
鏡
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
）
一
九
一
〇

（
現
代
語
訳
）

四
条
中
納
言
隆
資
と
い
う
方
は
、
頭
を
丸
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
が
、
後
醍
醐
天
皇
が
帰
京
な
さ
な
っ
た
の
で
、
髪
を
伸
ば
し
て

還
俗
な
さ
っ
た
。
も
と
よ
り
こ
の
世
を
嫌
っ
て
出
家
な
さ
っ
た
の

で
は
な
く
、
敵
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
し
て
、
　か
り
そ

仮
初　
め
に
　て
い
は
つ

剃
髪　
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、「
今
は
ち
ょ
う
ど
憂
い
を
開
く
と
き
に
な
っ
た

の
で
、
還
俗
し
て
俗
世
に
戻
る
の
に
何
の
障
碍
が
あ
ろ
う
」
と
、

同
じ
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
も
の
た
ち
は
互
い
に
言
い
合
っ
た
。

「
天
台
座
主
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
大
塔
宮
法
親
王
で
さ
え
も
還
俗

な
さ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
や
誰
が
還
俗
し
て
も
か
ま
わ

な
い
」
と
、
そ
の
頃
の
噂
で
あ
っ
た
。

墨
染
め
の
衣
の
色
も
俗
世
に
戻
れ
ば
は
な
や
か

に
、
月
草
も
日
が
経
て
ば
、
花
の
衣
に
変
わ

る
よ
う
に
、
人
の
心
も
移
ろ
い
や
す
い
。

正
慶
二
年
・
元
弘
三
年
〔
一
三
三
三
〕
は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
年
。
翌
年

は
正
慶
三
年
・
建
武
元
年
〔
一
三
三
四
〕
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
い
わ
ゆ
る

建
武
の
新
政
を
始
め
た
年
で
、
南
北
朝
時
代
の
始
ま
り
。
還
俗
し
た
四
条
隆

資
は
、
南
朝
を
支
え
て
獅
子
奮
迅
の
働
き
を
し
ま
す
。『
太
平
記
』
に
よ
れ

ば
、
後
村
上
天
皇
を
奉
じ
て
男
山
（
石
清
水
八
幡
）
に
拠
点
を
築
き
、
観
応

三
年
・
正
平
七
年
〔
一
三
五
二
〕
に
は
京
都
に
攻
め
入
っ
て
、
東
寺
に
よ
っ

て
い
た
足
利
軍
を
攻
め
ま
す
が
、
敗
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
男
山

（
石
清
水
八
幡
）
を
足
利
尊
氏
の
嫡
男
義
詮
に
攻
め
ら
れ
て
、
敗
走
す
る
後

村
上
天
皇
の
軍
の
　
し
ん
が
り
殿　
を
つ
と
め
て
、
結
局
敗
死
。

蟷
螂
山
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
　ち
ん
た
い
ね
ん

陳
大
年　
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

が
本
当
だ
と
す
る
と
、
彼
は
足
利
義
満
に
招
か
れ
て
京
都
に
来
て
い
る
こ
と

を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
足
利
氏
と
戦
っ
た
、
い
わ
ば
敵
方
の

四
条
隆
資
を
ま
つ
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
、
四
条
隆
資
の
　た
ま
し
ず

魂
鎮　
め
の
た
め

で
し
ょ
う
。

■

蟷
螂
山
と
外
郎—

珍
説
命
名
考

蟷
螂
山
と
い
え
ば
、
小
田
原
の
　う
い
ろ
う

外
郎　
家
と
の
以
外
な
関
係
。
　う
い
ろ
う

外
郎　
は
お
菓

子
の
ほ
う
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
生
薬
を
配
合
し
た

丸
薬
で
す
。
正
式
の
名
前
は
、「
　と
う
ち
ん
こ
う

透
頂
香　
う
い
ら
う
」
で
、
写
真
に
あ
る
よ

う
に
、
失
礼
を
顧
み
ず
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
大
粒
の
仁
丹
。
も
っ
と



461 ■ 蟷螂山と外郎—珍説命名考

も
、
　う
い
ろ
う

外
郎　
の
ほ
う
が
仁
丹
よ
り
も
ず
っ
と
古
い
の
で
す
が
。
味
は
も
ち
ろ
ん

違
い
、
効
能
は
「
　と
う
ち
ん
こ
う

透
頂
香　
う
い
ら
う
」
の
ほ
う
が
広
範
囲
で
す
。
筆
者
の

現
在
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
小
田
原
に
ご
く
近
い
の
で
、
店
ま
で
出
か
け
て

購
入
し
ま
し
た
。

透
頂
香
う
い
ら
う

外
郎
家
は
、
十
四
世
紀
後
半
に
来
日
し
た
　ち
ん
え
ん
ゆ
う

陳
延
祐　
が
祖
。
そ
の
子
　ち
ん
た
い
ね
ん

陳
大
年　

の
と
き
、
足
利
義
満
に
招
か
れ
、
典
医
兼
外
交
顧
問
と
な
り
ま
し
た
。
京
都

で
は
、
蟷
螂
山
町
内
（
町
内
の
西
側
、
西
洞
院
通
に
面
す
る
）
に
住
み
、
薬

や
菓
子
を
商
っ
て
得
た
財
産
で
蟷
螂
山
を
創
始
し
、
援
助
を
続
け
た
と
い
い

ま
す
。

現
在
の
蟷
螂
山
町
は
、

元
禄
時
代
の
絵
図

（
元
禄
九
年

〔
一
六
九
六
年
〕

京
都
大
絵
図
、

日
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

http://tois.nichibun.ac.jp/chizu/santoshi
157.htm

l

）

で
は

「
ウ
イ
ロ
ウ
丁
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
絵
図
で
は
、
町
内

の
西
側
は
筑
前
久
留
米
の
有
馬
氏
の
知
行
地
、
東
側
は
肥
前
平
戸
の
松
浦

氏
の
知
行
地
と
な
っ
て
い
て
、
陳
外
郎
宅
は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
『
城
池
天
府
京
師
地
図
』（
寛
延

三
年
〔
一
七
五
〇
〕）
で
は
、
西
洞
院
川
の
東
側
に
沿
っ
た
通
り
は
、「
　ウ
イ外　
郎

町
」
と
い
う
表
示
が
あ
り
、
そ
の
通
り
に
面
し
て
「
外
郎
家
」
と
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
西
洞
院
川
の
西
側
に
沿
っ
た
通
り
に
は
、「
有
馬
氏
京
亭
」
の

表
示
が
あ
り
ま
す
。

分
家
の
外
郎
家
は
一
五
〇
四
年
に
小
田
原
市
に
移
り
（
長
男
が
宇
野
の
姓

を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
小
田
原
に
移
り
ま
し
た
の
で
、
一
応
分
家
と
し
て

お
き
ま
す
）、
弟
が
継
い
だ
京
都
外
郎
家
は
の
ち
に
廃
絶
し
ま
し
た
の
で
、
長

い
間
蟷
螂
山
と
外
郎
家
の
関
係
は
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
、

外
郎
売
の
口
上
（
歌
舞
伎
十
八
番
「
外
郎
売
」）
を
祇
園
祭
宵
山
の
お
り
に

蟷
螂
山
の
前
で
公
演
す
る
な
ど
交
流
が
復
活
し
て
い
ま
す
（
京
都
新
聞
二
〇

〇
八
年
七
月
二
日
付
記
事
）。

『
山
城
名
勝
志
』
巻
四
で
は
、「
陳
外
郎
宅
」
の
項
目
が
あ
り
、
次
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
す
。

陳
外
郎
宅
　今　在
二　
西
ノ
洞
院
四
條
ノ

北
、
西
　
、
側
一　

是
舊
地
歟
、　

殿
中
年
中
行
事
云
、
　十二
月

廿
七
日　
外
郎
進
上
之
透
頂
香
　五　　　、
持
參
ノ
出

座
。
　拜
ー二　
賀
　
、
之
一　

『
山
城
名
勝
志
』、
大
島
武
好
、
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
五
〕
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『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
二
巻
、
近
藤
瓶
城
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四

新
加
通
記
類
第
一
八

（
書
き
下
し
文
）

　ち
ん
う
い
ら
う
た
く

陳
外
郎
宅　
（
今
西
ノ
洞
院
四
條
ノ
北
、
西
側
に
在
り
。
是
れ
舊

地
か
。）

殿
中
年
中
行
事
に
　い云　
は
く
、（
十
二
月
廿
七
日
）
外
郎
進
上
の

　と
う
ち
ん
か
う

透
頂
香　
（
　い
つ
つ
つ
み

五
　　　
）、
持
參
ノ
出
座
。
　こ
れ之　
を
　は
い
が

拜
賀　
す
。

さ
ら
に
は
、
五
山
文
学
の
中
に
、
陳
外
郎
宅
で
作
っ
た
漢
詩
が
あ
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
禅
僧
は
、
中
国
（
明
）
と
の
外
交
を
担
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
帰
化
人
で
あ
る
陳
外
郎
と
関
係
を
保
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

つ
い
で
に
。
外
郎
家
に
つ
い
て
は
、
意
外
な
こ
と
に
、
貝
原
益
軒
『
筑
前

国
続
風
土
記
』（
一
七
〇
九
年
完
成
、
写
本
の
み
）
に
も
載
っ
て
い
ま
す
の

で
引
用
し
ま
し
ょ
う
。

陳
員
外
郎
と
云
者
唐
土
台
州
の
人
な
り
。
後
光
嚴
院
應
安
二
年

に
、
亂
を
さ
け
て
日
本
に
來
り
、
博
多
に
住
す
。
上
京
し
て
將

軍
義
滿
公
に
種
々
の
合
藥
を
獻
ず
、
就
中
　と
う
ち
ん
か
う

透
頂
香　
を
甚
稱
美
あ
り

て
、
京
都
西
洞
院
に
宅
を
給
は
る
。
其
子
孫
世
々
透
頂
香
の
秘
方

を
傳
へ
て
、
代
々
久
し
く
博
多
に
住
し
、
亦
京
都
に
も
住
せ
り
。

い
つ
の
時
よ
り
か
博
多
に
は
住
せ
ず
、
今
も
京
都
西
洞
院
四
條
上

る
町
に
、
其
子
孫
家
を
つ
ぎ
て
透
頂
香
を
賣
て
家
業
と
す
。
又
相

州
小
田
原
の
透
頂
香
は
、
北
條
氏
政
の
時
、
外
郎
が
家
僕
を
小
田

原
に
遣
は
し
、
透
頂
香
を
賣
ら
し
む
。
今
に
其
子
孫
傳
は
り
て
彼

所
に
住
す
。
外
郎
が
家
製
の
藥
な
る
故
、
透
頂
香
を
　う
い
ら
う

外
郎　
と
名
づ

く
。
透
頂
香
の
本
方
、
此
二
家
よ
り
外
に
傳
は
ら
ず
。
透
頂
香
を

日
本
に
て
製
せ
し
は
、
博
多
を
初
と
す
。

貝
原
益
軒
『
筑
前
国
続
風
土
記
』、
一
七
〇
九

（
益
軒
会
編
、『
益
軒
全
集
巻
之
四
』、
益
軒
全
集
刊
行
部
、
一
九
一
〇
）

中
村
学
園
大
学h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
a
ka

m
u
ra

-u
.a

c.jp
/̃
lib

ra
ry

/

（
現
代
語
訳
）

　ち
ん
い
ん
が
い
ろ
う

陳
員
外
郎　
と
い
う
の
は
、
中
国
の
台
州
の
人
で
あ
る
。
後
光
厳

天
皇
の
応
安
二
年
〔
一
三
六
九
〕
に
、
元
末
明
初
の
乱
を
さ
け
て

来
日
し
、
博
多
に
住
ん
だ
。
上
京
し
て
将
軍
足
利
義
満
公
に
い
ろ

い
ろ
な
配
合
薬
を
献
じ
た
。
中
で
も
、
　と
う
ち
ん
こ
う

透
頂
香　
を
、
非
常
に
賞
美

さ
れ
て
、
京
都
西
洞
院
に
邸
宅
を
賜
っ
た
。
そ
の
子
孫
は
長
年
に

わ
た
っ
て
透
頂
香
の
秘
方
を
伝
え
、
代
々
久
し
く
博
多
に
住
み
、

ま
た
京
都
に
も
住
ん
だ
。
時
代
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
の
子

孫
は
博
多
の
邸
宅
を
引
き
払
い
、
今
も
京
都
西
洞
院
四
條
上
る
町

に
て
家
を
継
い
で
、
透
頂
香
を
売
っ
て
家
業
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

相
州
小
田
原
の
透
頂
香
は
、
北
條
氏
政
の
時
代
に
、
　う
い
ろ
う

外
郎　
が
、
家

僕
を
小
田
原
に
派
遣
し
て
透
頂
香
を
売
ら
せ
た
の
が
は
じ
ま
り
で

あ
る
。
今
も
そ
の
子
孫
が
継
い
で
同
じ
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
。

外
郎
自
家
製
の
薬
で
あ
る
か
ら
、
透
頂
香
を
　う
い
ら
う

外
郎　
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
透
頂
香
は
、
こ
の
二
つ
の
家
以
外
に
は
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
透
頂
香
を
日
本
で
作
っ
た
の
は
、
博
多
が
初

め
て
で
あ
る
。
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貝
原
益
軒
の
記
載
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
十
八
世
紀
初
め
（
江
戸
時
代
中

期
）
ま
で
京
都
外
郎
家
と
小
田
原
外
郎
家
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
京
都
外
郎
家
が
室
町
幕
府
の
瓦
解
と
と
も
に
廃
絶
し
た
と
い
う
話
（
外

郎
家
と
足
利
氏
の
関
係
か
ら
あ
り
そ
う
な
話
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ほ
ん
と

う
は
ど
っ
ち
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

貝
原
益
軒
の
書
き
ぶ
り
は
、「

•　今
•　も
京

都
•　西
•　洞
•　院
•　四
•　條
•　上
•　る
•　町
に
、
其
子
孫
家
を
つ
ぎ
て
」
と
所
在
地
の
記
載
も
具

体
的
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
軍
配
を
あ
げ
た
く
な
り
ま
す
ね
。

最
後
の
「
透
頂
香
を
日
本
に
て
製
せ
し
は
、
博
多
を
初
と
す
。」
と
は
、
お

国
自
慢
の
最
た
る
も
の
。
ち
な
み
に
、
歌
舞
伎
十
八
番
の
「
　う
い
ろ
う
う
り

外
郎
売　
」
の
初

演
は
享
保
三
年
〔
一
七
一
八
年
〕
で
、
貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』

の
成
立
よ
り
、
約
十
年
後
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
い
で
に
、
外
郎
家
は
筑

前
国
　は
か
た

博
多　→

京
都→

相
模
国
小
田
原
。
か
く
い
う
わ
た
く
し
め
は
、
筑
前

国
　と
ば
た

鳥
旗　
（
戸
畑
）→

京
都→

相
模
国
小
田
原
（
の
隣
町
）。
多
少
、
似
て

い
な
く
も
な
い
。

も
う
一
つ
つ
い
で
に
。
若
干
強
引
で
す
が
、「
　
と
う
ろ
う
や
ま

蟷
螂　
」
の
名
前
の
由
来
を

考
え
ま
し
た
。
ま
ず
、「
と
う
ろ
う
」
と
「
う
い
ろ
う
」
は
発
音
が
似
通
っ
て

い
ま
す
ね
。
さ
ら
に
「
蟷
螂
」
の
字
。
虫
偏
を
除
け
ば
、「
當
郎
（
当
郎
）」
に

な
り
ま
す
。「
当
た
り
外
れ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
當
郎
（
当

郎
）」
と
「
外
郎
」
は
対
に
な
り
ま
す
。「
外
（
は
ず
れ
）」
は
縁
起
が
わ
る

い
の
で
、「
外
郎
」
の
「
外
」
の
字
を
佳
字
の
「
當
（
当
）」
に
変
え
る
と
、

「
當
郎
（
当
郎
）」。
そ
の
上
で
、
虫
偏
を
付
け
て
「
蟷
螂
」
と
、
　し
ゃ
れ
洒
落　
た
の

で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、「
外
郎
」→

「
當
郎
（
当
郎
）」→

「
蟷
螂
」
の

道
筋
で
す
。
眉
に
唾
、
わ
た
く
し
め
の
新
説
で
す
。
し
か
し
、
　と
う
ろ
う

蟷
螂　
が
　う
い
ろ
う

外
郎　

の
も
じ
り
と
は
、
響
き
と
い
い
、
　も
じ
づ
ら

文
字
面　
と
い
い
、
い
か
に
も
も
っ
と
も
ら

し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
新
説
だ
と
、
蟷
螂
山
と
陳
外
郎
の
結
び
つ

き
は
、
大
変
に
強
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四
条
　た
か
す
け

隆
資　
の
御
所
車
の
上

に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
外
郎
家
の
も
じ
り
の
蟷
螂
。
祇
園
祭
の
山
鉾
の

意
匠
の
中
で
、
蟷
螂
山
は
群
を
抜
い
て
奇
抜
な
の
で
、
不
思
議
に
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
腑
に
落
ち
ま
す
。

「
当
た
り
外
れ
」
と
き
た
ら
、
籤
。
折
り
よ
く
、
宵
山
の
蟷
螂
山
会
所
で

は
、
カ
ラ
ク
リ
仕
掛
け
の
　か
ま
き
り

蟷
螂　
が
運
ぶ
お
み
く
じ
が
楽
し
め
ま
す
。「
當
郎

（
当
郎
）」
だ
か
ら
、
き
っ
と
、
大
当
た
り
の
大
吉
か
、
運
が
な
く
と
も
小
吉

で
し
ょ
う
。
昔
（
と
い
っ
て
も
五
十
年
ほ
ど
前
）、
神
社
の
縁
日
な
ど
で
、
ヤ

マ
ガ
ラ
の
お
み
く
じ
引
き
を
よ
く
見
た
も
の
で
し
た
。

蟷
螂
山
と
陳
外
郎
の
　え
に
し縁　を
偲
び
て

　た
う蟷　
　ら
う螂　
の
　く
じ籤　
は
　は
づ外　
れ
ず
　ゑ
み笑　
こ
ぼ
る

艸
蟲
斎

　や
ま山　
　が
ら雀　
の
　げ
い藝　
を
　ま
ね学　
ぶ
か
　み神　
　く
じ籤　
　ひ
き引　

同

右

　う
い外　
　ら
う郎　
は
　た
う蟷　
　ら
う螂　
の
も
つ
玉
に
似
て

同

右

■

空

也

堂

堀
川
錦
小
路
の
東
北
は
、
堀
川
高
校
で
す
。
も
と
も
と
、
堀
川
高
校
の
敷

地
は
、
藤
堂
高
虎
の
下
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
堀
川
通
に
面
し
た
正
門
の

脇
（
中
京
区
東
堀
川
通
蛸
薬
師
下
ル
東
側
）
に
、「
此
付
近
藤
堂
藩
々
邸
跡
」

の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
藩
邸
は
、
禁
門
の
変
の
ど
ん
ど
ん
焼
で
焼
失

し
ま
し
た
。

堀
川
高
校
の
北
側
の
通
り
は
、
蛸
薬
師
通
。
醒
ヶ
井
通
と
の
丁
字
路
の
東

北
か
ど
に
、
町
名
看
板
「
蛸
薬
師
通
油
小
路
西
入
亀
屋
町
」
3©
を
見
つ
け
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堀
川
高
校

藤
堂
藩
藩
邸
跡
の
碑

　た
こ
や
く
し
ど
お
り

蛸
薬
師
通　
　あ
ぶ
ら
の
こ
う
じ

油
小
路　

　に
し
い
る

西
入　
　か
め
や
ち
ょ
う

亀
屋
町　
3©

ま
し
た
。
こ
の
看
板
も
「
下
京
區
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
中
京
区
。

堀
川
高
校
の
東
北
か
ど
に
稲
荷
神
社
（
中
京
区
蛸
薬
師
通
油
小
路
西
入
亀

屋
町
）
が
あ
り
ま
す
。
堀
川
高
校
の
敷
地
は
江
戸
時
代
は
藤
堂
藩
邸
で
し

た
。
こ
の
稲
荷
神
社
は
、
藤
堂
藩
邸
の
東
北
か
ど
（
鬼
門
）
に
祀
ら
れ
て
い

た
　み
ん
ぶ

民
部　
稲
荷
、
亀
屋
町
内
の
　た
つ
た

龍
田　
稲
荷
、
四
坊
堀
川
町
の
　お
ふ
く

御
福　
稲
荷
の
三
神

を
、
合
祀
し
て
い
ま
す
（『
本
能
学
区
ま
ち
づ
く
り
の
し
お
り
』
に
よ
る
）。

ふ
つ
う
は
、
　た
つ
た

龍
田　
稲
荷
神
社
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
神
社
の
所
在

地
は
、
町
名
看
板
3©
と
同
じ
で
す
。

龍
田
稲
荷
神
社

写
真
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
境
内
は
こ
ん
も
り
と
し
た
　も
り杜　
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
中
京
区
の
区
民
誇
り
の
木
に
選
ば
れ
て
い
る
神
木
、

オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
（
指
定
番
号
C—

08
）
が
あ
り
ま
す
。
か
な
り
の
年
数
を

経
て
い
る
が
、
樹
齢
は
不
明
。

駐
車
場
を
隔
て
て
、
空
也
堂
（
中
京
区
蛸
薬
師
通
油
小
路
西
入
亀
屋
町
）

が
あ
り
ま
す
。
地
図
に
は
、
　ご
く
ら
く
い
ん

極
楽
院　
と
し
て
載
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
宗
旨
は
天
台
宗
。
空
也
堂
の
所
在
地
も
、
町
名
看
板
3©
と
同
じ
で
す
。

空
也
堂
の
門
前
に
は
、
京
都
市
に
よ
る
駒
札
（
案
内
板
）
が
建
っ
て
い
ま

す
。
写
真
を
載
せ
ま
す
が
、
念
の
た
め
に
、
引
用
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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空
也
堂

空
也
堂
駒
札

　く
う
や
ど
う

空
也
堂　

空
也
を
本
尊
と
す
る
た
め
空
也
堂
と
呼
ば
れ
る
が
、
正
し
く

は
　し
う
ん
ざ
ん

紫
雲
山　
　こ
う
し
ょ
う
じ

光
勝
寺　
　ご
く
ら
く
い
ん

極
楽
院　
と
号
す
る
、
天
台
宗
の
寺
。
天
慶
二
年

（
九
三
九
）、
空
也
上
人
の
開
創
と
い
わ
れ
、
当
初
は
三
条
　く
し
げ

櫛
笥　
に

あ
っ
た
の
で
櫛
笥
道
場
と
も
市
中
道
場
と
も
呼
ば
れ
た
。
応
仁
の

乱
で
焼
亡
し
た
が
、
寛
永
年
間
に
現
在
地
に
再
建
さ
れ
た
。
空
也

は
鐘
を
叩
き
念
仏
を
唱
え
て
全
国
行
脚
し
、
仏
教
の
庶
民
階
層
へ

の
布
教
に
尽
力
す
る
傍
ら
、
橋
を
架
け
、
道
路
や
井
戸
を
整
備

し
、
野
に
あ
る
死
骸
を
火
葬
し
て
荼
毘
に
付
す
な
ど
社
会
事
業
も

行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
空
也
は
市
聖
と
か
阿
弥
陀
聖
と
称
さ
れ
、

後
の
一
遍
を
は
じ
め
と
す
る
布
教
僧
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

毎
年
十
一
月
の
第
二
日
曜
日
に
、
空
也
上
人
を
偲
ん
で
開
山
忌

（
空
也
忌
）
の
法
要
が
営
ま
れ
る
。
　お
う
ぶ
く

王
服　
茶
の
献
茶
式
の
後
、
空

也
僧
に
よ
る
　か
ん
ぎ
ゆ
や
く

歓
喜
踊
躍　
念
仏
と
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
　ろ
く
さ
い

六
斎　
念

仏
焼
香
式
が
奉
修
さ
れ
る
。

京
都
市

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
一
（
安
永
九
年
〔
一
七
八
〇
年
〕
刊
行
）
に
は
、

「
　し
う
ん
ざ
ん

紫
雲
山　
　ご
く
ら
く
い
ん

極
楽
院　
　こ
う
し
ょ
う
じ

光
勝
寺　
」
の
項
が
あ
り
、「
四
条
　ぼ
う
も
ん
ほ
り
か
は

坊
門
堀
川　
の
　ひ
が
し東　、
　た
ゝ
き敲　町
に

あ
り
、
　く
う
や
だ
う

空
也
堂　
と
号
す
。」
と
説
明
し
、
本
尊
の
空
也
上
人
像
と
　じ
ょ
う
せ
い

定
盛　
法
師

像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
続
け
て
、

空
也
上
人
〔
九
〇
三
〜
九
七
二
〕
が
鞍
馬
山
の
奥
に
庵
を
結
ん

で
い
た
折
、
鹿
が
夜
毎
に
来
て
鳴
き
、
上
人
の
閑
坐
を
慰
め
た
。

あ
る
夜
、
鹿
が
来
な
い
の
で
い
ぶ
か
っ
て
い
る
と
、
平
定
盛
（
あ

る
い
は
貞
盛
）
が
猟
で
得
た
鹿
を
携
え
て
来
て
、
こ
の
山
で
討
ち

取
っ
た
旨
を
告
げ
た
。
上
人
は
悲
し
み
、
皮
を
　
か
わ
ご
ろ
も
裘　
と
し
、
角
を

杖
の
頭
に
挿
し
て
、
布
教
の
折
に
は
常
に
携
え
た
。
定
盛
は
、
上

人
の
弟
子
と
な
っ
た
が
、
妻
子
を
連
れ
、
有
髪
の
俗
体
で
、
念
仏

の
教
化
に
勤
め
た
。
寒
中
に
市
中
を
徘
徊
し
た
が
、
そ
の
様
は
、

瓢
を
叩
い
て
、
上
人
作
の
和
讃
を
称
え
な
が
ら
踊
っ
た
。
今
、
空

也
堂
の
境
内
に
は
、
定
盛
法
師
の
子
孫
と
称
す
る
八
軒
が
あ
り
、

　は
ち
た
た
き

鉢
叩　
と
称
し
、
　ち
ゃ
せ
ん

茶
筌　
の
製
造
を
業
と
し
て
い
る
。

と
い
う
よ
う
な
意
味
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
也
僧
の
念
仏
踊
を
「
　か
ん
ぎ
ゆ
や
く

歓
喜
踊
躍　
念
仏
」
と
い
い
、
江
戸
時
代
は
、
瓢
箪

を
叩
い
て
踊
る
の
が
目
を
　ひ惹　
い
た
の
で
、「
鉢
　た
た叩　
き
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
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し
た
。
空
也
堂
念
佛
踊
（
鉢
　た
た叩　
き
）
を
踊
る
、
半
俗
の
空
也
僧
の
こ
と
も
鉢

叩
き
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
空
也
堂
念
仏
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
9
回
で
も
、
与

謝
蕪
村
に
関
連
し
て
取
り
上
げ
、『
都
名
所
図
会
』
の
挿
絵
も
引
用
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、『
都
年
中
行
事
画
帖
』
の
空
也
堂
念
仏
の
図
を
載
せ
て
お

き
ま
す
。

■

王
服
茶
と
茶
筌

上
述
の
よ
う
に
、『
都
名
所
図
会
』
は
、
空
也
堂
の
所
在
地
を
、「
　た
ゝ
き敲　町
」

と
し
て
い
ま
す
。『
京
町
鑑
』
に
は
、「
亀
屋
町
」
の
俗
称
を
「
敲
町
」
と
い

う
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
鉢
叩
き
に
由
来
す
る
俗
称
で
す
。

亀
屋
町
。
俗
に
　た
ゝ
き敲　町
と
も
　い
ふ云　
。
　は
ち鉢　
た
　ゝ　
き
の
　い
は謂　
れ
な
り
。
　
す
な
は
ち
則　
、

南
側
に
　く
う
や

空
也　
堂
極
楽
院
　あ
り有　
。
時
宗
也
。
　こ
の此　
寺
、
開
山
空
也
上
人

忌
と
て
毎
年
十
一
月
十
三
日
　ね
ん
ぶ
つ
え

念
佛
會　
　あ
り有　
。
洛
中
へ
出
る
鉢
た
　ゝ　
き

は
　こ
の
と
こ
ろ

此
所　
よ
り
　い
づ出　
る
。
　こ
の此　
鉢
た
　ゝ　
き
　ち
や
せ
ん

茶
筌　
を
　つ
く造　
り
常
の
業
と
な
す
。

　さ
て扨　
、
　こ
の
ま
ち

此
町　
北
側
上
ル
町
は
越
後
突
抜
也

白
露
『
京
町
鑑
』、
宝
暦
十
二
年
〔
一
七
六
二
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』

光
彩
社
（
一
九
六
八
）

空
也
堂
の
駒
札
に
あ
る
「
　お
う
ぶ
く

王
服　
茶
」
と
い
う
の
は
、
六
波
羅
密
寺
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
「
皇
服
茶
」
と
同
じ
起
源
を
も
つ
も
の
。「
村
上
天
皇
の
天

暦
五
年
〔
九
五
一
年
〕
に
京
都
に
流
行
し
た
疫
病
の
退
散
を
祈
っ
て
、
空
也

上
人
が
十
一
面
観
音
を
　ぞ
う
り
ゅ
う

造
立　
し
、
そ
の
像
を
車
に
載
せ
、
念
仏
を
唱
え
な
が

ら
、
病
者
に
茶
を
授
け
た
と
こ
ろ
、
疫
病
が
鎮
ま
っ
た
」
と
伝
え
ら
て
い
ま

『
都
年
中
行
事
画
帖
』（
詞
書–

江
馬
務
、
画–

中
島
荘
陽
）

「
空
也
堂
念
仏
」
の
図

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
都
年
中
行
事
画
帖
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ

り
引
用
）
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す
。
青
竹
を
八
葉
の
蓮
片
に
割
っ
た
道
具
で
茶
を
た
て
、
ま
ず
天
皇
に
差
し

上
げ
た
の
ち
、
庶
民
に
振
舞
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
　お
う
ぶ
く

王
服　
茶
」。
中
に
は
、

梅
干
と
結
び
昆
布
が
入
っ
て
い
ま
す
。

「
青
竹
を
八
葉
の
蓮
片
に
割
っ
た
道
具
」
と
い
う
の
が
、
茶
筌
（
茶
筅
）

の
原
型
。
こ
の
表
現
か
ら
は
、
　さ
さ
ら筅　（
中
華
鍋
な
ど
の
こ
げ
落
と
し
に
使
う
も

の
）
の
よ
う
な
形
と
考
え
ら
れ
、
抹
茶
用
の
工
芸
的
な
道
具
と
は
違
っ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
茶
筌
で
点
て
る
と
い
っ
て
も
、
空
也
の
時
代
に
は
ど

ん
な
様
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
沖
縄
の
ぶ
く
ぶ
く
茶

み
た
い
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
単
に
、「
お
う
ぶ
く
」
と
「
ぶ

く
ぶ
く
」
の
連
想
で
す
。

空
也
上
人
の
始
め
た
「
　お
う
ぶ
く

王
服　
茶
」
と
、
空
也
僧
（
鉢
叩
き
）
が
生
業
と
し

た
茶
筌
製
造
が
こ
こ
で
結
び
つ
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
毎
年
、
正
月
三
が
日
に

空
也
堂
の
茶
筌
で
茶
を
た
て
て
服
す
れ
ば
、
年
中
邪
気
を
免
れ
る
と
い
う
言

い
伝
え
に
な
り
ま
す
。「
王
服
茶
を
た
て
る
茶
筌
は
空
也
堂
の
も
の
で
な
け

れ
ば
ご
利
益
が
な
い
」
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
巧
妙
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年
の
暮
に
新
し
い
茶
筌
を
求
め
て
、
新
年
に
　お
お
ふ
く
ち
ゃ

大
福
茶　
を
点
て
る
風
習
を
読

み
込
ん
だ
狂
歌
が
、
好
都
合
に
も
、『
古
今
夷
曲
集
』（
寛
文
五
年
〔
一
六
六

五
〕
刊
行
）
に
載
っ
て
い
ま
す
。「
千
早
ぶ
る
」
は
神
に
掛
か
る
枕
詞
。
こ

れ
に
「
古
茶
筅
」
を
掛
け
て
い
ま
す
。「
た
つ
」
は
「
点
つ
」
と
「
立
つ
」
を

掛
け
た
も
の
。

満
水

ち
は
や
ふ
る
　ち
や茶　
　せ
ん筅　
も
け
さ
は
あ
ら
た
ま
り

た
つ
　お
ほ大　
ぶ
く
の
神
の
春
　か
な哉　『

　ここ
ん
い
き
よ
く
し
う

古
今
夷
曲
集　
』
巻
第
一
・
春
歌
・
五

岩
崎
佳
枝
、
網
野
喜
彦
、
高
橋
喜
一
、
塩
村
耕
校
注
、

『
七
十
一
番
職
人
歌
合
・
新
撰
狂
歌
集
・
古
今
夷
曲
集
』

岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
六
一
（
一
九
九
三
）

で
は
、
空
也
僧
は
、
ど
の
よ
う
に
茶
筌
を
売
り
歩
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
去
来
「
　は
ち
た
　ゝ　
き

鉢
扣　
の
　じ辭　
」
に
は
、
墨
染
の
法
体
（
僧
体
）
あ

る
い
は
萌
黄
に
「
違
い
　た
か鷹　
の
　は羽　
」
の
紋
を
付
け
た
俗
体
で
売
り
歩
い
た
と
あ

り
ま
す
。
法
体
の
様
子
は
、
都
名
所
図
会
巻
之
一
の
「
　や
な
ぎ柳　の
水
」（
中
京
区

西
洞
院
通
三
条
下
ル
東
側
柳
水
町
）
の
図
の
中
に
描
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
部
を
切
り
取
っ
て
引
用
し
ま
し
ょ
う
。

図
の
中
央
に
、
　さ
だ
も
り

定
盛　
　ず
き
ん

頭
巾　
を
被
り
、
墨
染
の
法
衣
を
着
た
者
が
二
名
い
ま

す
。
一
人
は
、
緩
ん
だ
脚
絆
の
紐
を
結
び
な
お
し
て
い
ま
す
。
二
人
が
肩
に

担
い
で
い
る
　わ
ら
づ
と

藁
苞　
に
、
突
き
刺
し
て
あ
る
も
の
が
見
え
ま
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ

の
藁
苞
に
挿
し
て
あ
る
、
細
長
い
数
本
が
　く
だ
ん件　の
茶
筌
で
す
。
そ
れ
を
暗
示
す

る
よ
う
に
、
こ
の
図
の
左
上
に
空
也
堂
。
隔
て
る
雲
の
中
に
、
空
也
僧
（
鉢

叩
き
）
の
茶
筌
売
の
こ
と
が
説
明
し
て
あ
り
ま
す
（
全
体
図
は
次
回
の
「
柳

の
水
」
と
こ
ろ
に
載
せ
ま
す
）。

俗
体
の
鉢
叩
き
が
茶
筌
を
売
っ
て
い
る
様
子
は
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』（
元

禄
三
年
〔
一
六
九
〇
〕
刊
、
第
七
巻
）
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
袖
や
背
中

に
、
　た
か鷹　
の
　は羽　
の
紋
が
み
え
、
茶
筌
を
挿
し
て
あ
る
藁
苞
と
瓢
箪
を
も
っ
て
い

ま
す
。

■

狂
言
の
鉢
叩
き

『
　ふ
く
べ

福
部　
の
　し
ん神　
・
　つ
と
め
い
り

勤
入　
』
は
、
鉢
叩
き
を
題
材
に
し
た
大
蔵
流
狂
言
で
す
。

古
く
は
『
は
ち
た
た
き
』
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
り
、
同
じ
演
目
が
、
和
泉
流
で
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鉢
叩
き
（
法
体
）
の
茶
筌
売
（『
都
名
所
図
会
』
巻
之
一
柳
の
水
の
図
の

一
部
）

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
平
安
京
都
名
所
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
引
用
）

は
『
瓢
の
神
』
や
『
鉢
叩
』、
鷺
流
で
は
『
鉢
叩
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

粗
筋
を
次
に
示
し
ま
し
ょ
う
。

鉢
叩
き
（
甲
）
が
、
　の
う
り
き

能
力　
頭
巾
（
力
仕
事
を
す
る
下
級
の
僧
が

被
る
頭
巾
）
を
被
り
、
金
の
瓢
箪
と
撥
を
腰
に
つ
け
て
、
い
く
つ

も
の
茶
筌
を
差
し
た
笹
を
肩
に
し
て
登
場
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
、

囃
子
と
と
も
に
、
鉢
叩
き
（
乙
）
が
角
頭
巾
を
被
り
、
鉦
鼓
と

撞
木
を
腰
に
さ
し
た
扮
装
で
、
ま
た
数
人
の
鉢
叩
き
が
、
角
頭
巾

鉢
叩
き
（
俗
体
）
の
茶
筌
売

（『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
三
年
〔
一
六
九
〇
〕
刊
、
第
七
巻
）

京
都
大
学
付
属
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（h
ttp

:/
/
h
d
l.h

a
n
d
le.n

et/
2
4
3
3
/
1
8
0
7
2

）

を
被
り
、
銀
の
瓢
箪
と
撥
を
腰
に
差
し
た
扮
装
で
、
や
は
り
茶
筌

を
つ
け
た
笹
を
肩
に
し
て
、「
治
ま
れ
る
、
都
の
春
の
　は
ち
た
た
き

鉢
叩　
、
叩

き
つ
れ
た
る
　ひ
と
ふ
し

一
節　
を
、
　ち
や
せ
ん

茶
筌　
召
せ
と
　は
や囃　
さ
ん
」
と
謡
い
な
が
ら
あ

ら
わ
れ
ま
す
。
一
同
は
、
同
道
し
て
、
北
野
神
社
末
社
の
　ふ
く
べ瓢　の
神

（
福
部
の
神
）
へ
参
詣
し
、
例
年
通
り
勤
行
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

礼
拝
を
す
ま
せ
、
瓢
箪
や
鉦
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
和
讃
を
唱
え
な

が
ら
踊
り
ま
す
。

あ
な
た
の
　か
ど門　
で
は
ヒ
ョ
、こ
な
た
の
　か
ど門　
で
は
タ
ン
、

た
ん
た
ん
か
ら
り
こ
ろ
り
と
打
ち
鳴
ら
い
て
、
願
う
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後
生
は
　ち
や
せ
ん

茶
筌　
召
せ
。
茶
筌
召
せ
。
佛
法
あ
れ
ば
世
法

あ
り
、
煩
悩
あ
れ
ば
菩
提
あ
り
、
柳
は
緑
、
花
は
　
く
れ
な
い
紅　

の
い
ろ
い
ろ
な
れ
ば
、
急
い
で
後
生
を
願
う
べ
し
。

な
も
う
だ
。
は
る
い
た
。
は
っ
ぱ
い
と
茶
筌
。

脇
狂
言
『
福
部
の
神
・
勤
入
』。
小
山
弘
志
校
注
『
狂
言
集
上
』

日
本
古
典
文
学
大
系
第
四
二
巻
、
岩
波
書
店
（
一
九
六
〇
）

そ
の
う
ち
に
、
福
部
の
神
が
あ
ら
わ
れ
て
、
い
つ
も
供
え
て
あ

る
酒
が
な
い
と
催
促
し
、
酒
が
く
る
と
よ
い
機
嫌
で
、
こ
の
世
が

栄
え
る
よ
う
に
舞
い
お
さ
め
ま
し
た
。

「
な
も
う
だ
」は「
　な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

南
無
阿
弥
陀
仏　
」の
転
。「
は
る
い
た
」は「
　は
ら
み
っ
た

波
羅
蜜
多　
」

の
転
。「
は
っ
ぱ
い
」
は
も
う
一
つ
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、「
　は
つ
は
ら
い

初
祓　
」
が
訛
っ

た
も
の
か
？

な
お
、
野
村
萬
斎
に
よ
る
公
演
の
動
画
を
、B

iglobe
の
動
画
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
扮
装
や
「
な
も
う
だ
」
の
繰
り

返
し
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■

蕉
門
俳
諧
と
鉢
叩
き

■

去
来
の
「
鉢
扣
の
辭
」

「
鉢
叩
き
」
の
題
材
は
、
蕉
門
の
俳
人
に
と
っ
て
、
芭
蕉
の
思
い
出
に
つ
な

が
る
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
　む
か
い
き
ょ
ら
い

向
井
去
来　
（
慶
安
四
年
〔
一
六
五
一
〕

〜
宝
永
元
年
〔
一
七
〇
四
〕）
に
よ
る
俳
文
「
　は
ち
た
た
き

鉢
扣　
の
辭
」
が
『
　ふ
う
ぞ
く
も
ん
ぜ
ん

風
俗
文
選　
』

（
森
川
許
六
編
、
宝
永
三
年
〔
一
七
〇
六
〕）
に
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引

用
し
ま
し
ょ
う
（
振
り
が
な
追
加
。
俳
句
の
部
分
は
カ
ギ
括
弧
で
括
り
ま
し

た
）。
芭
蕉
が
、
鉢
叩
き
の
見
物
の
た
め
に
去
来
の
草
庵
（
　ら
く
し
し
ゃ

落
柿
舎　
）
を
訪

ね
た
と
き
の
で
き
ご
と
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。

　は
ち
た
　ゝ　
き

鉢
扣　
の
　じ辭　

去
来
　
　

師
走
も
二
十
四
日
。
冬
も
か
ぎ
り
な
れ
ば
、
鉢
た
　ゝ　
き
　き
か聞　
む
と

例
の
翁
わ
た
り
ま
し
け
る
。
こ
よ
ひ
は
風
は
げ
し
く
、
雨
そ
ほ
ふ

り
て
、
と
み
に
來
ら
ね
ば
、
い
か
に
待
ち
侘
び
給
ひ
な
む
と
い
ぶ

か
り
お
も
ひ
て
、「
　は
は
き箒　こ
せ
眞
似
て
も
見
せ
む
　は
ち
た
　ゝ　
き

鉢
扣　
」
と
、
灰
吹

の
竹
う
ち
な
ら
し
け
る
。
其
聲
　た
へ妙　
也
。
火
宅
を
　い
で出　
よ
と
ほ
の
め
か

し
ぬ
れ
ど
、
猶
あ
は
れ
な
る
ふ
し

ぐ
の
似
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。

か
れ
が
修
行
は
瓢
箪
を
な
ら
し
、
鉦
打
た
　ゝ　
き
、
　ふ
た
り

二
人　
　み
た
り

三
人　
つ
れ

て
も
う
た
ひ
、
か
け
合
へ
て
も
　う
た諷　
ふ
。
　そ
の其　
　し
や
う
か

唱
哥　
は
、
空
也
の
作

也
。
か
く
て
寒
の
中
と
、
春
秋
の
彼
岸
は
、
晝
夜
を
わ
か
ず
、
都

の
外
、
七
所
の
三
昧
を
め
ぐ
り
ぬ
。
無
縁
の
手
向
の
た
ふ
と
け
れ

ば
、
か
の
湖
春
も
、「
わ
が
家
は
づ
か
し
」
と
は
い
へ
り
。
常
は
杖

の
さ
き
に
　ち
や
せ
ん

茶
筌　
を
さ
し
、
大
路
小
路
に
出
て
、
商
ふ
業
か
は
り
ぬ

れ
ど
、
さ
ま
同
じ
け
れ
ば
、「
た
　ゝ　
か
ぬ
時
も
　は
ち
た
　ゝ　
き

鉢
扣　
」
と
ぞ
、
曲
翠

は
申
さ
れ
け
る
。
あ
る
ひ
は
さ
か
や
き
を
す
り
、
或
は
四
方
に
か

ら
げ
、
法
師
な
ら
ぬ
す
が
た
の
衣
引
か
け
た
れ
ど
、
そ
れ
も
墨
染

に
は
あ
ら
ず
。
お
ほ
く
は
、
　も
え
ぎ

萌
黄　
に
鷹
の
羽
。
打
ち
が
へ
た
る
紋

を
つ
け
て
着
た
れ
ば
、「
月
雪
に
名
は
甚
之
丞
」
と
越
人
も
興
じ

侍
る
。
さ
れ
ば
其
角
法
師
が
去
年
の
冬
、「
こ
と

ぐ
く
寐
覺
は

や
ら
じ
」
と
吟
じ
け
る
も
、
ひ
と
り
　き
く聞　
に
や
た
へ
さ
り
け
む
。
打

ち
と
け
て
寝
た
ら
む
は
、
か
へ
り
聞
か
む
も
口
お
し
か
る
べ
し
。
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　あ
か明　
し
て
　こ
そ社　
と
の
給
ひ
け
る
。
横
雲
の
影
よ
り
、
か
ら
び
た
る
聲
し

て
　い
で
き
た

出
來　
れ
り
。
げ
に
老
ぼ
れ
足
よ
は
き
も
の
は
、
友
ど
ち
に
も
あ

ゆ
み
お
く
れ
て
、
ひ
と
り
今
に
や
な
り
ぬ
ら
ん
と
、
翁
の
「
　ち
や
う長　　せ
う嘯　

の
　は
か墓　
も
め
ぐ
る
か
鉢
た
　ゝ　
き
」
と
、
聞
え
給
ひ
け
る
は
　こ
の此　
あ
か
つ

き
の
事
に
て
ぞ
侍
り
け
る
。

向
井
去
来
「
鉢
扣
の
辭
」
森
川
許
六
編
『
　ふう
ぞ
く
も
ん
ぜ
ん

風
俗
文
選　
』（
宝
永
三
年
〔
一
七
〇
六
〕）

伊
藤
松
宇
校
訂
、
岩
波
文
庫
、
三
四
六
ー
三
六
五
（
一
九
二
八
）

（
理
解
の
た
め
の
メ
モ
）「
三
昧
」
は
　ざ
ん
ま
い
ば

三
昧
場　
と
も
い
い
、
葬
送
の
地
・
火

葬
場
、
あ
る
い
は
墓
地
の
こ
と
。「
七
所
の
三
昧
」
は
、
諸
説
あ
っ
て
一
定

し
な
い
が
、
鳥
辺
山
、
阿
弥
陀
峰
、
黒
谷
、
船
岡
山
（
蓮
台
野
）、
金
光
寺
、

西
院
、
狐
塚
（
栗
栖
野
）
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。「
萌
黄
」
は
、
春
に
萌
え

出
る
草
の
芽
の
色
で
、
上
に
引
用
し
た
『
都
年
中
行
事
画
帖
』
の
「
空
也
堂

念
仏
」
図
で
右
上
の
人
物
が
着
て
い
る
着
衣
の
色
が
そ
れ
。「
　く
わ
た
く

火
宅　
」
は
、

現
世
の
こ
と
で
、
火
事
の
家
に
た
と
え
た
も
の
。「
　こ
そ社　
」
は
、
国
訓
で
、
助

詞
の
「
こ
そ
」
の
こ
と
。
そ
う
い
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
一
万
メ
ー
ト
ル
で
入
賞
し
て
、
記
録
映
画
『
民
族
の
祭
典
』
で
ヒ
ー
ロ
ー

に
な
っ
た
選
手
の
名
前
が
、
　む
ら
こ
そ
こ
う
へ
い

村
社
講
平　
（
一
九
〇
五
〜
一
九
九
八
）
と
い
い

ま
し
た
ね
。「
　よ
こ
ぐ
も

横
雲　
」
は
、
明
け
方
に
東
の
空
に
た
な
び
い
て
い
る
雲
。

俳
文
は
、
言
外
の
含
蓄
を
ひ
そ
か
に
楽
し
む
の
が
よ
い
の
で
、
そ
れ
を

　お
も
て表　に
出
す
の
は
身
も
蓋
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
言
外
の
含
蓄
を
補
っ
て
現

代
語
訳
を
与
え
る
の
は
愚
行
で
す
が
、
あ
え
て
無
理
矢
理
に
訳
し
て
み
ま
し

た
。
こ
の
文
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
俳
句
に
つ
い
て
は
、
全
文
を
追
加
し

て
お
き
ま
し
た
。

（
現
代
語
訳
）

　は
ち
た
た

鉢
叩　
き
の
　じ辞　

去
来
　
　

　し
わ
す

師
走　
も
押
し
詰
ま
っ
て
二
十
四
日
。
冬
も
こ
れ
で
終
わ
り
な
の

で
、
　は
ち
た
た

鉢
叩　
き
を
聞
こ
う
と
、
例
の
芭
蕉
翁
が
わ
た
し
の
草
庵
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
の
日
は
風
が
激
し
く
、
雨
も
そ
ぼ
降
っ
て
、

　は
ち
た
た

鉢
叩　
き
は
、
す
ぐ
に
は
来
な
い
。
そ
れ
で
、
芭
蕉
翁
が
待
ち
く
た

び
れ
て
し
ま
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
っ
て
、

　は
は
き箒　
こ
せ
眞
似
て
も
見
せ
む
　は
ち鉢　
　た
　ゝ　
き扣　　
去
来
　

と
、
火
吹
き
竹
を
打
ち
鳴
ら
し
た
。
そ
の
音
は
、
も
っ
と
も
ら
し

く
聞
こ
え
た
。
芭
蕉
翁
は
「
外
に
出
て
打
ち
鳴
ら
し
た
ら
。
内

で
鳴
ら
す
よ
り
も
　は
ち
た
た

鉢
叩　
き
ら
し
く
き
こ
え
る
だ
ろ
う
。（
真
似
を

す
る
な
ら
、
現
世
の
草
庵
の
中
よ
り
も
、
外
は
ず
っ
と
来
世
に
近

い
）」
と
そ
れ
と
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、
あ
の
す
ば
ら

し
い
　ふ
し
ぶ
し

節
　々
に
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
。
　は
ち
た
た

鉢
叩　
き
の
修
行
は
、
　ひ
ょ
う
た
ん

瓢
箪　

を
な
ら
し
、
　か
ね鉦　
を
　う打　
ち
た
た
き
、
　ふ
た
り

二
人　
　み
た
り

三
人　
連
れ
だ
っ
て
、
念
仏

を
唱
え
、
掛
け
合
い
で
詠
う
。
唱
え
る
歌
は
、
空
也
の
作
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
寒
中
と
春
秋
の
彼
岸
は
、
昼
夜
の
区
別

な
く
、
京
都
の
外
に
あ
る
七
箇
所
の
墓
地
を
め
ぐ
る
。
無
縁
の
も

の
に
も
　た
む
け

手
向　
を
す
る
の
が
尊
い
の
で
、
あ
の
湖
春
も
、「
わ
が
家

は
づ
か
し
」
と
言
っ
た
。

米
や
ら
ぬ
わ
が
家
は
づ
か
し
　は
ち鉢　
　た
た
き敲　　
湖
春
　

ふ
だ
ん
は
、
杖
の
先
に
　ち
ゃ
せ
ん

茶
筌　
を
差
し
て
、
都
の
大
路
や
小
路
に

出
て
、
　あ
き
な商　う
稼
業
に
変
わ
っ
て
も
、
　ふ
う
て
い

風
体　
は
同
じ
な
の
で
、「
た

た
か
ぬ
時
も
　は
ち
た
た
き

鉢
扣　
」
と
、
曲
翠
は
、
ま
さ
に
そ
の
有
様
を
詠
わ
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れ
た
。お

も
し
ろ
や
た
　ゝ　
か
ぬ
時
の
　は
ち鉢　
　た
　ゝ　
き叩　　
曲
翠
　

一
方
で
、
あ
る
も
の
は
さ
か
や
き
を
剃
り
、
あ
る
も
の
は
四
方

の
髪
を
結
び
あ
げ
て
、
法
師
で
は
な
い
姿
で
売
り
歩
く
。
着
て
い

る
衣
は
　墨
染　
で
は
な
く
、
多
く
は
　も
え
ぎ

萌
黄　
で
、
　た
か鷹　
の
　は

ね
羽
根　
が
交
差
し

た
紋
を
つ
け
て
着
て
い
て
、
き
り
り
と
恰
好
が
よ
い
。
俗
名
甚
之

丞
の
と
き
に
は
恰
好
が
よ
い
の
に
、
冬
の
修
行
の
と
き
は
、
月
と

雪
の
舞
台
装
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
く
た
び
れ
た
僧
の
姿
に
な
っ

て
し
ま
う
の
を
、
つ
い
つ
い
冷
や
か
し
て
、「
月
雪
に
名
は
甚
之

丞
」
と
越
人
も
お
も
し
ろ
が
っ
た
。

　は
ち鉢　
　た
　ゝ　叩　
き
　げ
つ月　
　せ
つ雪　
に
名
は
甚
之
丞
　
越
人
　

そ
ん
な
わ
け
で
、
其
角
法
師
が
去
年
の
冬
に
「
こ
と
ご
と
く

　ね
ざ
め

寝
覺　
は
や
ら
じ
」
と
吟
じ
た
の
も
、

こ
と
ご
と
く
、
寝
覚
め
は
や
ら
じ
　は
ち鉢　
　た
　ゝ　叩　
き
　
其
角
　

「
ま
さ
か
寝
覚
め
の
と
き
に
は
こ
な
い
だ
ろ
う
」
と
寝
て
し
ま
っ

た
い
い
わ
け
を
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
　じ
つ実　
、

寝
覚
め
に
ひ
と
り
で
聞
く
の
が
わ
び
し
く
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

今
夜
は
連
れ
が
い
る
の
で
、
そ
ん
な
い
い
わ
け
を
す
る
必
要
は

な
い
が
、
寝
て
し
ま
う
の
も
ど
う
か
。「
一
緒
に
寝
て
し
ま
っ
て
、

通
り
過
ぎ
た
こ
と
を
あ
と
で
聞
く
の
も
く
や
し
い
だ
ろ
う
。
今
夜

は
、い
っ
そ
　よ

あ
夜
明　
か
し
し
て
し
ま
お
う
」と
芭
蕉
翁
は
お
っ
し
ゃ
っ

た
。
明
け
方
に
雨
が
あ
が
っ
て
、
東
の
空
に
た
な
び
く
雲
の
影
か

ら
、
し
わ
が
れ
声
が
し
て
、
鉢
叩
き
が
出
て
き
た
。
ま
っ
た
く
老

い
ぼ
れ
て
足
が
弱
い
の
で
、
一
行
か
ら
遅
れ
て
し
ま
っ
て
、
一
人

だ
け
今
た
ど
り
着
い
た
の
だ
ろ
う
と
、
芭
蕉
翁
が

　ち
や
う長　
　せ
う嘯　
の
　は
か墓　
も
め
ぐ
る
か
鉢
叩
き
　
芭
蕉
　

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、
こ
の
明
け
方
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

芭
蕉
は
、「
鉢
叩
き
を
歌
に
詠
み
込
ん
だ
長
嘯
が
、
七
所
の
三
昧
の
ひ
と

つ
鳥
辺
野
の
近
く
に
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
思
い
出
し
て
、「
長
嘯
の
墓

を
め
ぐ
っ
た
の
な
ら
、
鳥
辺
野
の
あ
る
東
山
か
ら
落
柿
舎
の
あ
る
嵯
峨
野
ま

で
歩
く
こ
と
に
な
る
。
老
い
ぼ
れ
て
足
の
弱
っ
た
空
也
僧
（
鉢
叩
き
）
に
は

酷
な
こ
と
で
、
着
く
の
が
明
け
方
に
な
っ
た
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
」
と

同
情
し
て
い
ま
す
。

■

木
下
長
嘯
子
の
こ
と

長
嘯
は
　き
の
し
た
ち
ょ
う
し
ょ
う
し

木
下
長
嘯
子　
の
こ
と
（
永
禄
一
二
年
〔
一
五
六
九
〕
〜
慶
安
二
年

〔
一
六
四
九
〕）。
歌
人
。
豊
臣
秀
吉
夫
人
（
北
政
所
ね
ね
）
の
甥
で
、
小
浜

城
主
。
関
ヶ
原
合
戦
の
折
に
、
東
山
に
隠
棲
。
墓
は
高
台
寺
。
人
生
の
前
半

は
武
将
、
後
半
は
歌
人
。
そ
の
数
奇
な
人
生
は
、『
近
世
畸
人
伝
』
に
も
採

り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

芭
蕉
の
句
は
、長
嘯
子
の
歌
集『
　き
ょ
は
く
し
ゅ
う

挙
白
集　
』（
慶
安
二
年〔
一
六
四
九
〕刊
）の

最
末
尾
、辞
世
の
歌
の
す
ぐ
前
に
あ
る
歌
を
踏
ま
え
て
い
ま
す（
は
ち
た
た
き

の
歌
の
　こ
と
ば
が
き

詞
書　
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
千
人
万
首
」http://w

w
w

.asahi-

net.or.jp/s̃g2h-ym
st/yam

atouta/sennin.htm
l

の
記
載
か
ら
補
い
ま

し
た
。
辞
世
の
歌
の
　こ
と
ば
が
き

詞
書　
は
、『
近
世
畸
人
伝
』
の
「
木
下
長
嘯
子
」
の
項

か
ら
補
い
ま
し
た
）。
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は
ち
た
た
き

い
つ
も
冬
に
な
れ
ば
、
さ
む
き
霜
夜
の
あ
け
が
た
、
な
に
ご
と

に
か
あ
ら
ん
、
た
か
く
の
の
し
り
て
大
路
を
す
ぐ
る
。
か
れ
が

声
い
と
耐
え
が
た
く
目
ざ
め
て
、
ふ
と
聞
き
つ
け
た
る
は
、
卯

の
花
の
か
げ
に
隠
る
る
心
地
す
。

2119

は
ち
た
た
き
あ
か
つ
き
が
た
の
　ひ
と一　
こ
ゑ
は

冬
の
夜
さ
へ
も
な
く
ほ
と
と
ぎ
す

辞
世

王
公
と
い
へ
ど
も
浅
ま
し
き
人
間
の
煩
ひ
を
ば
ま
ぬ
か
れ
ず
。

す
べ
て
身
の
う
ま
れ
出
ざ
ら
ん
に
は
し
か
じ
。
ま
し
て
賤
し
く

貧
し
か
ら
ん
は
い
ふ
に
も
た
ら
ず
。
さ
れ
ば
死
は
め
で
た
き
も

の
也
。
ふ
た
ゝ
び
彼
故
郷
に
立
か
へ
り
て
、
始
も
な
く
終
も
な

き
楽
し
び
を
う
る
。
此
た
の
し
み
を
深
く
悟
ら
ざ
る
と
も
が
ら

か
へ
り
て
い
た
み
歎
く
、
お
ろ
か
な
ら
ず
や
。

2120

つ
ゆ
の
身
の
き
え
て
も
き
え
ぬ
お
き
所

く
さ
葉
の
か
げ
に
ま
た
も
あ
り
け
り

　
　

あ
と
枕
も
し
ら
ず
や
み
ふ
せ
り
て
、
口
に
出
る
を
ふ
と
書
き
つ

く
る
。
人
わ
ら
ふ
べ
き
こ
と
な
り
か
し

木
下
長
嘯
子
『
挙
白
集
』
山
本
春
正
編
、
慶
安
二
年
〔
一
六
四
九
〕

『
新
編
国
歌
大
観
』
第
九
巻
、
角
川
書
店
（
一
九
九
一
）

長
嘯
子
の
歌
は
、「
　
あ
か
つ
き
が
た

暁
方　
に
な
っ
て
、
鉢
叩
き
の
一
声
が
あ
が
っ
た
。
季

節
は
ず
れ
の
冬
の
夜
に
鳴
く
　ほ
と
と
ぎ
す

時
鳥　
の
声
の
よ
う
だ
。」
の
意
。

芭
蕉
を
は
じ
め
と
し
て
蕉
門
の
俳
人
は
、
木
下
長
嘯
子
を
敬
慕
し
て
い
た

と
い
い
ま
す
か
ら
、
芭
蕉
が
落
柿
舎
を
訪
ね
て
鉢
叩
き
を
聞
こ
う
と
し
た
の

は
、
こ
の
歌
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
に
相
違
な
い
。
実
際
、「
　は
ち
た
た

鉢
叩　
き

の
　じ辞　
」
の
中
で
「
　あ
か明　
し
て
　こ
そ社　
」
と
芭
蕉
が
こ
と
さ
ら
に
言
っ
た
の
は
、『
挙

白
集
』
に
あ
る
長
嘯
子
の
歌
を
意
識
し
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
歌
の
通
り
に
明

け
方
に
鉢
叩
き
が
来
た
の
で
、
芭
蕉
の
思
い
描
く
通
り
の
状
況
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。
下
世
話
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
し
め
た
！
」
と
お
も
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
嘯
子
の
鉢
叩
き
の
歌
が
辞
世
の
直
前
に
あ
る
こ
と

か
ら
、「
　ち
や
う長　　せ
う嘯　
の
　は
か墓　
」
と
「
鉢
叩
き
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
、『
挙
白
集
』

の
構
成
か
ら
強
く
示
唆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

鉢
叩
き
に
関
す
る
芭
蕉
の
句
を
追
加
引
用
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

667

　か
ら乾　
　ざ
け鮭　
も
空
也
の
痩
も
寒
の
中

芭

蕉

783

納
豆
切
る
音
し
ば
し
待
て
鉢
叩
き

芭

蕉

松
尾
芭
蕉
『
芭
蕉
句
集
』「
発
句
編
」

大
谷
篤
蔵
、
中
村
俊
定
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
四
五
（
一
九
六
二
）

■

越
人
の
句
へ
の
『
去
来
抄
』
記
載
の
評

俳
文
「
　は
ち
た
た
き

鉢
扣　
の
辞
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
越
人
の
句
に
関
し
て
は
、『
去

来
抄
』
の
「
先
師
評
」
に
芭
蕉
の
考
え
が
う
か
が
え
る
お
も
し
ろ
い
話
が

載
っ
て
い
ま
す
。「
類
句
が
あ
る
の
で
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
去
来

の
質
問
に
対
し
て
の
芭
蕉
の
評
で
す
。

　つ
き月　
　ゆ
き雪　
や
　は
ち鉢　
た
　ゝ　
き
名
は
　じ
ん甚　
　の之　
　じ
よ
う丞　　
　ゑ
つ越　
　じ
ん人　
　

『
猿
　蓑みの　
』
撰
ノ
時
、
去
来
　い
は
く曰　、「
こ
の
　ご
ろ比　
　い
た
み

伊
丹　
の
句
に
、

　や弥　
　へ兵　
　ゑへ　
と
は
　知し　
れ
ど
　あ
は
れ憐　
や
　は
ち鉢　
　た
　ゝ　
き扣　　

　

と
　い
ふ
あ
り

云
有　
。
越
が
句
、
　に
つ
し
ふ

入
集　
い
か
ゞ
侍
ら
ん
」。
先
師
　い
は
く曰　、「「
月
雪
」
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と
い
へ
る
あ
た
り
、
一
句
　
は
た
ら
き
働　
見
え
て
し
か
も
風
姿
　あ
り有　
。
た
ゞ
に
、

「
し
れ
ど
　あ
は
れ憐　や
」
と
い
ひ
く
だ
せ
る
と
は
　か
く
べ
つ

各
別　
也
。
さ
れ
ど
、
共

に
鉢
扣
の
俗
体
を
以
て
趣
向
を
　た
て立　
、
　ぞ
く
み
や
う

俗
名　
を
以
て
句
を
か
ざ
り
侍

れ
ば
、
　
も
つ
と
も
尤　
遠
慮
　あ
る有　
べ
し
。
又
　か
さ
ね重　て
の
　を
り折　
も
　あ
り有　
な
ん
」
と
也
。

向
井
去
来
『
去
来
抄
』
宝
永
元
年
〔
一
七
〇
四
〕
頃
成
立
。
大
磯
義
雄
、
大
内
初
夫
校
注

『
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』
古
典
俳
文
学
大
系
一
〇
、
集
英
社
（
一
九
七
〇
）

（
現
代
語
訳
）

　つ
き月　
　ゆ
き雪　
や
　は
ち鉢　
た
　ゝ　
き
名
は
　じ
ん甚　
　の之　
　じ
よ
う丞　　
　ゑ
つ越　
　じ
ん人　
　

『
猿
　蓑みの　
』
を
撰
し
た
と
き
、
去
来
が
、「
こ
の
頃
、
伊
丹
一
派

の
蟻
道
の
句
に
、

　や弥　
　へ兵　
　ゑへ　
と
は
　知し　
れ
ど
　あ
は
れ憐　
や
　は
ち鉢　
　た
　ゝ　
き扣　　
蟻
道
　

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
越
人
の
句
に
つ
い
て
、『
猿
蓑
』
へ
の

入
集
は
ど
う
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
た
。
先
師
（
芭
蕉
）

は
答
え
て
、「「
月
雪
」
と
い
う
あ
た
り
が
、
こ
の
句
の
工
夫
で

あ
っ
て
し
か
も
風
姿
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
単
純
に
「
し
れ
ど

　あ
は
れ憐　や
」
と
い
い
下
し
た
の
と
は
大
い
に
差
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
両
方
と
も
鉢
叩
き
の
俗
体
で
句
の
趣
向
を
決
め
て
い
て
、
俗

名
で
句
を
飾
っ
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
　ひ
と
く
ふ
う

一
工
夫　
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
上
で
、
ま
た
撰
に
入
れ
る
機
会
も
あ
る
だ
ろ
う
。」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。

『
去
来
抄
』
に
あ
る
越
人
の
句
で
は
、「
　つ
き月　
　ゆ
き雪　
や
」
が
上
の
句
で
、
訓
読

み
に
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
俳
文
「
　は
ち
た
た
き

鉢
扣　
の
辞
」
の
現
代
語
訳
の
中
で
は
、

原
文
中
に
あ
る
「
月
雪
に
名
は
甚
之
丞
」
を
尊
重
し
て
、
分
割
せ
ず
に
「
鉢

た
た
き
」
を
上
の
句
に
　す据　
え
、「
月
雪
」
も
音
読
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
す
る
と
、「
　げ
つ
せ
つ

月
雪　
に
名
は
甚
之
丞
」
が
、
ち
ょ
う
ど
、
歌
舞
伎
の
見

栄
を
切
っ
た
　せ
り
ふ

台
詞　
の
よ
う
に
響
き
ま
す
ね
。

法
体
の
鉢
叩
き
（『
都
名
所
図
会
』
巻
之
一
）
が
茶
筌
売
を
売
っ
て
い
た

の
で
は
、
空
也
忌
の
寒
行
の
と
き
の
風
体
と
お
な
じ
で
す
か
ら
、「
弥
兵
衛
」

と
か
「
甚
之
丞
」
と
か
の
俗
名
は
、
そ
ぐ
わ
な
い
。
や
は
り
、
俗
体
の
鉢

叩
き
（『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
第
七
巻
）
が
茶
筌
を
売
っ
て
い
る
こ
と
が
、「
弥

兵
衛
」
と
か
「
甚
之
丞
」
と
か
の
俗
名
を
喚
起
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
必
要

で
す
。

■

句

兄

弟

『
去
来
抄
』
の
先
師
評
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し
た
の
は
、
要
す
る
に
、「
越

人
の
句
は
、
蟻
道
の
句
よ
り
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
発
想
や
道
具
立

て
が
同
じ
で
あ
り
、
も
う
「
　ひ
と一　
　く
ふ
う

工
夫　
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
「
一
工
夫
」
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
其
角
編

『
　く
き
ゃ
う
だ
い

句
兄
弟　
』（
元
禄
七
年
〔
一
六
九
四
〕）
に
は
そ
の
ヒ
ン
ト
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

『
　く
き
ゃ
う
だ
い

句
兄
弟　
』
の
前
半
で
は
、
兄
の
句
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
詠
ま
れ
た
句

を
お
き
、
其
角
が
視
点
を
転
じ
て
作
っ
た
句
を
お
い
て
、
両
者
の
対
比
を
楽

し
む
趣
向
で
す
。
そ
の
中
に
、
鉢
叩
に
関
す
る
蟻
道
の
句
（
上
述
）
を
兄
に

お
い
た
一
対
が
あ
り
ま
す
。

廿
六
番

　
　
兄

　ぎ蟻　
　
　だ
う道　
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弥
兵
衛
と
は
し
れ
ど
哀
や
鉢
敲
　

　

　
　
弟

（
其
　
角
）

伊
勢
嶋
を
似
せ
ぬ
ぞ
　ま
こ
と誠　
鉢
た
　ゝ　
き
　

　

一
と
せ
都
に
て
、
冬
夜
を
咄
し
明
し
つ
る
に
、
暁
と
聞
え
し
瓢
箪
の
音

か
ら
び
て
面
白
く
諷
ひ
け
る
を
、
酒
の
肴
に
も
と
口
づ
き
け
る
当
座
に
、

去
来
が箒

こ
せ
ま
ね
て
も
み
せ
ん
鉢
た
　ゝ　
き

と
即
興
し
け
る
。
そ
の
　ゝ　
ち
　こ
の此　
句
聞
え
侍
る
也
。

「
し
れ
ど
哀
や
」
と
　い
ひ云　
と
り
し
こ
そ
、
ね
ぬ
暁
の
思
ひ
ふ
か
し
。
自

句
　寒
ー　　
　夜
ー　　
行
の
信
を
起
し
て
、
か
れ
が
　一
ー　　
　流派　
の
音
声
の
み
に
て
物
に
似

よ
ら
ず
む
か
し
め
き
た
れ
ば
、
今
め
き
た
る
句
作
り
に
心
う
つ
り
す
な

と
、
俳
諧
の
ひ
さ
ご
を
鳴
ラ
し
て
　邪
ー　　
路
を
し
め
し
、
句
を
　も
と
む求　る
人
の
感

を
　わ
け分　
た
り
。

『
句
兄
弟
』
其
角
編
、
元
禄
七
年
〔
一
六
九
四
〕
刊
行
。
宮
本
三
郎
、
今
営
蔵
校
注

『
蕉
門
俳
諧
集
二
』
古
典
俳
文
学
大
系
七
、
集
英
社
（
一
九
七
一
）

（
現
代
語
訳
）

廿
六
番

　
　
兄

　ぎ蟻　
　
　だ
う道　

弥
兵
衛
と
は
し
れ
ど
哀
や
鉢
敲
　

　

（
知
人
の
弥
兵
衛
が
鉢
叩
き
と
し
て
回
向
し
て
い
る
と
は
知
り
な
が
ら
も
、
そ

の
音
は
も
の
さ
び
し
げ
に
響
く
。）

　
　
弟

（
其
　
角
）

伊
勢
嶋
を
似
せ
ぬ
ぞ
　ま
こ
と誠　
鉢
た
　ゝ　
き
　

　

（
派
手
な
伊
勢
縞
を
着
て
踊
っ
て
い
て
も
、
外
見
で
推
し
量
っ
て
は
な
ら
な

い
。
鉢
叩
き
は
誠
心
誠
意
の
修
行
で
あ
る
。）

あ
る
年
京
都
で
、（
芭
蕉
翁
を
囲
ん
で
）
冬
の
夜
を
談
笑
し
な
が
ら
明
か

し
た
。
夜
明
け
に
な
っ
て
、
瓢
箪
の
乾
い
た
音
が
響
い
て
、
鉢
叩
き
が

念
仏
を
面
白
く
詠
っ
て
い
る
の
を
聞
き
な
が
ら
、「
こ
れ
を
酒
の
肴
に
」

と
口
々
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
そ
の
場
で
、
去
来
が
、

箒
こ
せ
ま
ね
て
も
み
せ
ん
鉢
た
　ゝ　
き

（
箒
を
よ
こ
し
な
さ
い
。
本
物
の
鉢
叩
き
が
来
る
ま
で
の
座
興
に
、
鉢
叩
き
の

真
似
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。）

と
即
興
で
句
を
作
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
こ
の
句
は
、
人
々
の
あ
い
だ
で

喧
伝
さ
れ
た
。

「
し
れ
ど
　あ
は
れ哀　や
」
と
い
っ
た
の
は
、
夜
明
か
し
を
し
た
暁
の
思
い
が

深
く
　よ詠　
み
込
ま
れ
て
い
る
。
わ
た
し
（
其
角
）
の
句
は
、「
　か
ん
や
ぎ
ょ
う

寒
夜
行　
」
の

真
剣
さ
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
蟻
道
の
一
派
が
音
声
だ
け
で
、
実
際
の

物
を
見
て
活
写
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
昔
風
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て

も
、
当
世
風
の
作
句
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
て
は
い
け
な
い
と
、
俳
諧
へ

の
警
鐘
に
た
と
え
た
瓢
箪
を
鳴
ら
し
、
間
違
っ
た
道
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
上
記
の
句
を
作
っ
て
、
俳
諧
の
道
を
求
め
る
人
々
の
考
え
の
一

半
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
一
と
せ
都
に
て
、
冬
夜
を
咄
し
明
し
つ
る
に
」
と
本
題
と
関
係
の
な
い

話
を
枕
に
お
い
た
の
は
、
去
来
の
『
鉢
叩
の
辞
』
や
『
去
来
抄
』
か
ら
引
き

続
く
論
評
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
し
ょ
う
。

蟻
道
の
句
は
、「
俗
体
の
と
き
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
修
行
の
時
は
別
人

の
よ
う
に
真
剣
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
、「
弥
兵
衛
」
と
い
う
俗
名
と
耳

か
ら
入
っ
た
情
報
に
も
と
づ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
一
方
、
其
角
の
句
は
、

俗
体
を
暗
示
す
る
「
伊
勢
縞
」
と
い
う
視
覚
的
な
情
景
に
転
じ
て
、
し
か

も
、「
弥
兵
衛
」
と
い
う
俗
体
・
俗
名
を
直
接
に
と
り
あ
げ
ず
に
、
修
行
の

真
剣
さ
を
描
写
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
対
象

を
扱
っ
て
も
、
発
想
や
着
眼
点
を
ず
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
句
境
に
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至
る
こ
と
の
大
切
さ
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

上
記
『
去
来
抄
』
を
引
用
し
た
と
こ
ろ
は
、『
句
兄
弟
』
流
に
い
う
と
、
結

果
的
に
、「
蟻
道
の
句
を
兄
、
越
人
の
句
を
弟
と
し
た
場
合
に
ど
う
か
」
と

い
う
問
い
か
け
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
の
芭
蕉
の
答
は
、「
越

人
の
句
は
、
蟻
道
の
句
と
同
様
に
、
鉢
叩
き
の
俗
体
で
句
の
趣
向
を
決
め
て

い
て
、
俗
名
で
句
を
飾
っ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
、
　あ
り
て
い

有
体　
に
い
う
と
「
新

し
い
発
想
が
な
い
」
と
の
指
摘
で
す
。『
句
兄
弟
』
廿
六
番
は
、
こ
の
論
を

一
歩
進
め
て
、
芭
蕉
の
「
　
も
つ
と
も
尤　
遠
慮
　あ
る有　
べ
し
。
又
　か
さ
ね重　て
の
　を
り折　
も
　あ
り有　
な
ん
」
と
い

う
指
摘
へ
の
対
処
を
、
実
作
で
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

閑
話
休
題
。
芭
蕉
は
、
越
人
の
句
に
「
新
し
い
発
想
が
な
い
」
と
指
摘
し

て
い
る
の
で
す
が
、
ま
ず
は
、「「
月
雪
」
と
い
う
あ
た
り
が
、
こ
の
句
の

工
夫
で
あ
っ
て
し
か
も
風
姿
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
単
純
に
「
し
れ
ど
　あ
は
れ憐　

や
」
と
い
い
下
し
た
の
と
は
大
い
に
差
が
あ
る
。」
と
越
人
の
句
の
す
ぐ
れ

た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
芭
蕉
の
俳
諧
宗
匠
（
教
育

者
）
と
し
て
の
力
量
で
し
ょ
う
。
け
な
す
だ
け
で
は
、
誰
し
も
萎
縮
し
て
し

ま
い
ま
す
ね
。
ほ
か
の
弟
子
が
い
る
万
座
の
中
で
は
、
な
お
さ
ら
で
す
。
弟

子
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
が
あ
っ
て
こ
そ
、
蕉
門

と
い
う
大
き
な
一
派
を
率
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

■

芭
蕉
追
悼
と
鉢
叩
き

芭
蕉
は
、
元
禄
七
年
〔
一
六
九
四
〕
十
月
一
二
日
に
大
阪
で
客
死
し
ま

す
。
こ
の
報
に
接
し
、
江
戸
か
ら
嵐
雪
と
桃
隣
が
京
・
大
阪
に
来
て
滞
在
し

ま
し
た
。
其
角
は
、
大
阪
に
来
て
い
て
、
芭
蕉
の
死
に
目
に
会
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
が
、
同
年
一
一
月
一
三
日
に
、
去
来
の
落
柿
舎
に
集
ま
り
ま

す
。
旧
暦
一
一
月
一
三
日
は
空
也
忌
で
、
こ
の
日
か
ら
大
晦
日
ま
で
の
四
八

日
間
鉢
叩
き
の
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
、
集
ま
る
日
を
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
日

に
設
定
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
集
ま
っ
た
四
人
は
、
芭
蕉
同
席
の
落
柿
舎

の
昔
（『
鉢
叩
の
辞
』
で
述
べ
ら
れ
た
会
合
）、『
猿
蓑
』
の
評
（『
去
来
抄
』

の
先
師
評
）
な
ど
、
芭
蕉
に
ま
つ
わ
る
で
き
ご
と
を
し
の
び
ま
す
。『
と
な

み
山
』（
浪
化
編
、
元
禄
八
年
〔
一
六
九
五
〕
刊
行
）
か
ら
、
そ
の
と
き
に

作
ら
れ
た
俳
句
を
引
用
し
ま
す
。
こ
の
中
で
は
、
去
来
の
句
が
、
鉢
叩
き
に

対
す
る
布
施
を
取
り
あ
げ
て
、
毛
色
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

刀
奈
美
山
引

（
前
略
）

八
つ
の
鐘
耳
ひ
そ
か
に
し
て
、
鉢
た
　ゝ　
き
の
　
咳

し
は
ぶ
き　
　き
た来　
る
。

是
を
嵐
雪
が
馳
走
に
と
十
銭
を
な
げ
て
、
　せ
ん
こ
ゑ

千
声　
の
　
瓢
ひ
さ
ご　
を
な
ら

さ
し
む
。

千
鳥
な
く
鴨
川
こ
え
て
鉢
た
　ゝ　
き
　
其
角
　

今
　す
こ
し少　
　と
し年　
　よ
り寄　
見
た
し
鉢
た
　ゝ　
き
　
嵐
雪
　

ひ
よ
う
た
ん
は
　手　
　づ
く
り作　
な
る
べ
し
鉢
た
　ゝ　
き
　
桃
隣
　

旅
人
の
馳
走
に
嬉
し
は
ち
た
　ゝ　
き
　
去
来
　

『
あ
り
そ
海
・
と
な
み
山
』
浪
化
編
、
元
禄
八
年
〔
一
六
九
五
〕
刊
行
。

宮
本
三
郎
、
今
営
蔵
校
注
『
蕉
門
俳
諧
集
二
』

古
典
俳
文
学
大
系
七
、
集
英
社
（
一
九
七
一
）

嵐
雪
の
句
は
、「
芭
蕉
翁
が
「
　ち
や
う長　　せ
う嘯　
の
　は
か墓　
」
の
句
（『
鉢
叩
の
辞
』）
を
詠

ん
だ
と
き
に
は
、
老
い
ぼ
れ
て
足
が
弱
い
鉢
叩
き
が
あ
ら
わ
れ
た
の
に
、
今

回
の
鉢
叩
き
は
若
す
ぎ
る
。
芭
蕉
翁
の
句
を
し
の
ぶ
に
は
、
も
っ
と
年
寄
の

鉢
叩
き
を
み
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
鉢

叩
の
辞
』、『
去
来
抄
』、『
句
兄
弟
』、『
と
な
み
山
』
と
続
く
鉢
叩
き
の
題
材
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は
、
蕉
門
俳
諧
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

■

江
戸
中
期
の
俳
諧
と
鉢
叩
き

「
鉢
叩
き
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
冬
の
季
題
と
し
て
定
着
し
た
よ

う
で
、
蕪
村
の
句
会
の
兼
題
（
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
題
）
や
探
題
（
当

日
に
籤
を
引
い
て
決
め
る
題
）
に
も
「
鉢
叩
き
」
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。
京

都
に
住
ん
だ
蕪
村
は
、
鉢
叩
き
を
題
材
に
し
た
句
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
ま

す
。『
蕪
村
自
筆
俳
句
帳
』
に
載
っ
て
い
る
句
を
摘
出
し
ま
す
。
末
尾
の
番

号
は
『
蕪
村
自
筆
俳
句
帳
』
に
お
け
る
通
し
番
号
で
す
。

　い
つ一　
　ぺ
う瓢　
の
い
ん
で
寝
よ
や
れ
鉢
た
　ゝ　
き

蕪
村
（
六
一
一
）

木
の
は
し
の
　ば
う坊　
　ず主　
の
は
し
や
鉢
た
　ゝ　
き

蕪
村
（
六
一
二
）

子
を
寝
せ
て
　で
て出　
　ゆ
く行　
　や
み闇　
や
は
ち
た
　ゝ　
き

蕪
村
（
六
一
三
）

ゆ
う
が
ほ
の
そ
れ
は
　ど
く髑　
　ろ髏　
　か歟　
鉢
た
　ゝ　
き

蕪
村
（
六
四
八
）

　す
み墨　
　ぞ
め染　
の
　よ
る夜　
の
に
し
き
や
鉢
た
　ゝ　
き

蕪
村
（
六
七
六
）

　つ
ひ終　
に
　よ夜　
を
　い
へ家　
　ぢ路　
に
帰
る
鉢
た
　ゝ　
き

蕪
村
（
六
九
九
）

花
に
　へ
う俵　
　た太　
雪
に
君
　あ
り有　
鉢
た
　ゝ　
き

蕪
村
（
七
七
七
）

　さ
い西　
　ね
ん念　
は
も
う
寝
た
里
を
鉢
た
　ゝ　
き

蕪
村
（
七
七
八
）

与
謝
蕪
村
『
蕪
村
自
筆
俳
句
帳
』

尾
形
仂
編
著
、
筑
摩
書
房
（
一
九
七
四
）

七
七
七
番
の
句
に
出
て
く
る
「
俵
太
」
は
、『
近
世
畸
人
伝
』
に
記
載
さ

れ
て
い
る
表
具
屋
太
兵
衛
の
こ
と
で
す
。「
貞
享
、
元
禄
の
間
の
人
で
、
京

都
新
町
四
条
の
北
に
住
ん
で
い
た
が
、
老
後
は
三
人
息
子
の
家
に
泊
ま
っ
て

は
、
昼
間
は
、
花
、
紅
葉
、
月
、
雪
な
ど
を
め
で
て
過
ご
し
た
。
黒
い
頭
巾

を
被
っ
て
、
身
長
よ
り
長
い
杖
に
酒
肴
を
仕
込
み
、
瓢
箪
型
の
銀
器
に
酒
を

入
れ
て
も
ち
は
こ
ん
で
浮
か
れ
歩
い
た
。
花
の
下
で
一
人
酒
を
飲
み
、
眼
鏡

を
か
け
て
行
き
来
の
人
を
み
て
す
ご
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
京
都
の
畸
人
の
第

一
と
い
わ
れ
て
い
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
花
を
め
で
る
と
い
え
ば
俵

太
（
表
具
屋
太
兵
衛
）。
雪
を
め
で
る
の
は
鉢
叩
き
。
ど
ち
ら
も
瓢
箪
を
下

げ
て
い
る
」
と
で
も
解
釈
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

七
七
八
番
の
句
の
「
西
念
」
は
、
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
僧
に
よ
く
あ
る

名
前
と
し
て
も
ち
だ
し
た
も
の
。
上
の
『
去
来
抄
』
や
『
句
兄
弟
』
の
と
こ

ろ
で
述
べ
た
の
は
、「
　じ
ん甚　
　の之　
　じ
よ
う丞　」
や
「
　や弥　
　へ兵　
　ゑ衛　
」
と
い
う
俗
名
や
「
伊
勢
嶋

（
伊
勢
縞
）」
と
い
う
俗
体
に
眼
目
が
あ
り
ま
す
が
、
七
七
八
番
の
句
で
は
、

発
想
を
変
え
て
、「
法
体
」
に
着
眼
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
た
ら
し
み
が
あ

り
ま
す
。
た
わ
む
れ
に
、『
句
兄
弟
』
流
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

番
外
句
兄
弟

　
　
兄

　ぎ蟻　
　
　だ
う道　

弥
兵
衛
と
は
し
れ
ど
　あ
は
れ哀　
や
　は
ち鉢　
　た
た
き敲　　

　

　
　
弟

蕪
　
村

　さ
い西　
　ね
ん念　
は
も
う
寝
た
里
を
鉢
た
　ゝ　
き
　

　

ま
ず
気
づ
く
工
夫
は
、
俗
名
に
よ
く
あ
る
名
前
と
し
て
、
弥
兵

衛
を
も
ち
だ
し
た
兄
の
句
に
対
し
て
、
弟
の
句
で
は
、
法
名
に
よ

く
あ
る
名
前
と
し
て
、
西
念
を
も
ち
だ
し
て
い
る
こ
と
。「
俗
名

弥
兵
衛
の
普
段
の
行
状
を
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
法
体
で
「
鉢

叩
き
」
の
寒
行
を
お
こ
な
う
姿
を
み
る
と
別
人
の
よ
う
で
、
感
動

も
の
だ
。」
と
い
う
の
が
兄
の
句
。
同
一
人
の
俗
と
僧
の
対
比
。
弟
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の
句
は
、「
仮
に
法
名
西
念
と
名
づ
け
て
特
定
を
避
け
た
近
所
の

僧
が
、
普
段
か
ら
修
行
も
せ
ず
に
ぐ
う
た
ら
で
あ
る
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
る
。」
と
い
う
設
定
に
変
え
て
、「
里
で
は
、
ぐ
う
た
ら

坊
主
の
西
念
は
も
う
寝
て
し
ま
っ
た
の
に
、
半
俗
半
僧
の
鉢
叩
き

は
厳
し
い
行
を
夜
を
徹
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
、
世

の
中
、
あ
べ
こ
べ
だ
」
と
い
う
意
味
を
も
た
せ
た
。
別
人
の
僧
と

法
体
の
鉢
叩
き
の
対
比
。

次
は
、
炭
太
祇
の
句
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
太
祇
ら
し
く
、
鉢
叩
き
と
在

家
の
施
し
に
関
す
る
句
で
す
。
蕉
門
や
蕪
村
の
句
が
、
主
と
し
て
「
鉢
叩

き
」
自
体
へ
興
味
が
あ
る
の
に
対
し
て
（
俳
文
「
　は
ち
た
た
き

鉢
扣　
の
辞
」
に
引
用
さ
れ

て
い
る
湖
春
の
句
な
ど
は
例
外
）、
太
祇
の
ス
タ
ン
ス
が
違
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　せ
つ摂　
　た
い待　
へ
よ
ら
で
　す
ぎ過　
け
り
鉢
た
　ゝ　
き

太

祇

暁
の
一
文
銭
や
は
ち
た
　ゝ　
き

太

祇

炭
太
祇
『
太
祇
句
選
』（『
中
興
俳
諧
集
』
鳥
居
清
、
山
下
一
海
、

『
古
典
俳
文
学
大
系
』
第
一
三
巻
、
集
英
社
、（
一
九
七
〇
）)

「
せ
っ
か
く
接
待
を
し
よ
う
と
待
ち
か
ま
え
て
い
た
の
に
、
鉢
叩
き
が
よ

ら
ず
に
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
の
が
第
一
句
。
第
二
句
は
、「
明

け
方
に
来
た
鉢
叩
き
に
は
、
少
な
い
け
れ
ど
も
一
文
銭
を
寄
進
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
上
記
『
と
な
み
山
』
で
、「
嵐
雪
が
馳
走
に

と
十
銭
を
な
げ
」
た
の
は
、
破
格
の
お
布
施
。
そ
の
と
き
、
去
来
が
、「
旅

人
の
馳
走
に
嬉
し
は
ち
た
　ゝ　
き
」
と
詠
っ
た
意
味
は
、「
京
都
に
住
ん
で
い

る
在
家
の
布
施
は
、
一
銭
く
ら
い
が
相
場
な
の
に
、
旅
行
で
来
て
い
る
人
は

剛
毅
な
も
の
、
そ
の
一
〇
倍
を
お
布
施
に
す
る
。
鉢
叩
き
も
喜
ぶ
は
ず
だ
。」

と
な
り
ま
す
。

■

本
能
寺
跡

油
小
路
通
の
東
、
蛸
薬
師
通
の
南
の
あ
た
り
は
、
元
本
能
寺
小
学
校
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
、
本
能
寺
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
並
ん

で
、
本
能
寺
跡
の
碑
が
新
し
く
建
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
寺
町
御
池
に
移
転

し
て
い
ま
す
が
、
天
正
十
年
〔
一
五
八
二
年
〕
の
「
本
能
寺
の
変
」
の
時
に

は
、
こ
の
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
写
真
を
載
せ
た
石
碑
は
、
油
小
路
通
蛸
薬

師
下
ル
東
側
の
も
の
。
こ
の
ほ
か
に
、
蛸
薬
師
通
小
川
西
南
か
ど
に
も
「
此

附
近
本
能
寺
址
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
（
元
本
能
寺
小
学
校
が
取
り
壊
さ
れ
る

と
き
に
こ
こ
に
移
さ
れ
ま
し
た
）。
こ
れ
ら
二
つ
の
石
碑
の
位
置
は
、
正
確

で
な
い
こ
と
が
最
近
の
発
掘
調
査
で
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
碑
の
あ
る
付
近
の
町
名
は
、「
元
本
能
寺

•　南
町
」（
蛸
薬
師

通
を
挟
む
両
側
町
）。「
南
町
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
味
噌
。
味
噌

た
る
　ゆ
え
ん

所
以　
は
、
最
近
の
発
掘
結
果
に
よ
る
と
、
天
正
時
代
の
本
能
寺
の
寺
域

は
、
北
は
六
角
通
、
南
は
蛸
薬
師
通
、
東
は
西
洞
院
通
、
西
は
油
小
路
通

に
囲
ま
れ
た
一
町
（
平
安
京
左
京
四
条
二
坊
十
五
町
）
だ
っ
た
の
で
す
。
本

能
寺
跡
碑
が
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
も
う
一
町
北
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
現
在
の
町

名
で
言
う
と
、「
元
本
能
寺

•　南
町
」
の
北
半
分
、「
元
本
能
寺
町
」、「
本
能
寺

町
」
の
南
半
分
。

も
と
も
と
、
元
本
能
寺
小
学
校
が
あ
っ
た
元
本
能
寺

•　南
町
の
南
半
分
の
ブ

ロ
ッ
ク
（
平
安
京
左
京
四
条
二
坊
十
四
町
）
に
本
能
寺
が
存
在
し
た
と
い
う

説
は
、
森
幸
安
が
『
中
昔
京
師
図
』（
宝
暦
三
年
〔
一
七
五
三
〕）
を
作
成
し
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本
能
寺
跡
碑

本
能
寺
址
碑

た
と
き
に
、
北
は
六
角
通
、
南
は
錦
小
路
通
、
東
は
西
洞
院
通
、
西
は
油

小
路
通
に
囲
ま
れ
た
二
町
（
平
安
京
左
京
四
条
二
坊
十
四
町
と
十
五
町
）
を

「
本
能
寺
地
」
と
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
（
ち
な
み
に
、
錦
小
路
を
挟
ん
だ

南
側
は
、
陳
卯
良
（
陳
外
郎
）
家
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。
こ
れ
は
、
明

ら
か
に
誤
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
北
二
町
と
い
う
の
が
一
人
歩
き

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

元
本
能
寺
小
学
校
が
取
り
壊
さ
れ
た
と
き
に
、
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
、
そ
の
結
果
が
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
二
〇
〇

三–

五
『
平
安
京
左
京
四
条
二
坊
十
四
町
跡
』
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
蛸
薬
師
通
（
四
条
坊
門
通
）
の
南
側
に
沿
っ
た
下
京
　そ
う
が
ま

惣
構　
え
の

堀
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
能
寺
が
蛸
薬
師
通
以
南
に
あ
っ
た
と
い

う
俗
説
が
否
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
報
告
二
〇
〇
七–

一

一
『
平
安
京
左
京
四
条
二
坊
十
五
町
跡
・
本
能
寺
城
跡
』
の
発
掘
（
A
地

点
）
で
は
、
蛸
薬
師
通
（
四
条
坊
門
通
）
の
北
側
に
沿
っ
た
本
能
寺
の
堀
が

発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
堀
は
、
西
洞
院
川
（
現
在
は
暗
渠
）
と
東
端
で
合

流
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
、
本
能
寺
の
南
限
と
東
限
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
の
『
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
京
都
』
No.
二
三
一
（
二

〇
〇
八
）
発
掘
ニ
ュ
ー
ス
82
「
本
能
寺
の
変
を
調
査
す
る
」
に
よ
る
と
、
そ

の
ほ
か
に
も
二
箇
所
（
B
お
よ
び
C
地
点
）
の
発
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
さ

ら
に
決
定
的
な
発
掘
結
果
が
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
蛸
薬
師
通
と
六
角
通
の
中

間
あ
た
り
西
洞
院
通
に
面
し
た
場
所
（
関
西
文
化
財
調
査
会
の
担
当
）
で
、

敷
地
の
内
部
に
堀
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
　　
（
能

の
異
体
字
。
旁
の
「
ヒ
ヒ
」
を
「
火
火
」
と
読
ん
で
避
け
た
も
の
）
の
銘
を
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も
つ
軒
丸
瓦
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
小
川
通
に
面
し
た
敷
地
の
中
央
部
に

当
る
場
所
か
ら
は
、
　　
の
銘
を
も
つ
軒
丸
瓦
や
高
熱
に
よ
り
変
色
し
た
瓦
や

壁
土
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

■

畳
師
伊
阿
弥

油
小
路
通
六
角
下
ル
は
、
油
小
路
通
の
縦
町
「
六
角
油
小
路
町
」
で
す

が
、『
京
町
鑑
』
で
は
次
の
よ
う
に
寺
が
二
つ
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
油
小
路
通
）
◯
六
角
下
ル

▲
六
角
油
小
路
町

此
町
東
側
に
御
疊
所
伊
阿
彌
氏
住
居
す
。
又
光
峯
寺
佛
現
寺
と

て
い
づ
れ
も
西
門
徒
也
。

白
露
『
京
町
鑑
』、
宝
暦
十
二
年
〔
一
七
六
二
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』

光
彩
社
（
一
九
六
八
）

「
　お
ん
た
た
み
ど
こ
ろ

御
疊
所　
　い

あ

み

伊
阿
彌　
氏
」
の
記
載
が
詮
索
の
キ
ー
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
の

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
『
城
池
天
府
京
師
地
図
』（
一
七
五

〇
）
で
は
、
油
小
路
通
の
東
側
に
「
光
岩
寺
」、
西
側
に
「
佛
原
寺
」
が
記

載
さ
れ
て
い
て
、
運
の
よ
い
こ
と
に
は
、
光
岩
寺
の
三
門
の
南
北
に
「
　た
た
み
し

疊
師　

　い

あ

み

伊
阿
弥　
」
の
表
示
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、『
京
町
鑑
』
の
光
峯
寺
は
お

そ
ら
く
は
間
違
い
で
、
こ
の
地
図
の
光
岩
寺
と
同
じ
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

驚
い
て
し
ま
う
の
は
、
こ
の
二
つ
の
寺
は
現
在
で
も
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
あ

る
の
で
す
。
光
峯
寺
あ
る
い
は
光
岩
寺
と
表
記
さ
れ
て
い
る
寺
は
、
現
在
の

光
岸
寺
（
中
京
区
油
小
路
六
角
下
ル
六
角
油
小
路
町
）
で
、
佛
現
寺
あ
る
い

は
佛
原
寺
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
佛
現
寺
（
中
京
区
油
小
路
六

角
下
ル
六
角
油
小
路
町
）
で
す
。
町
並
に
と
け
込
ん
で
気
づ
か
ず
に
通
り
過

ぎ
て
し
ま
う
よ
う
な
寺
々
も
、
三
百
年
近
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
と
い
う
の

は
、
京
都
の
奥
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
で
、『
京
町
鑑
』
と
『
城
池
天
府
京
師
地
図
』
に
載
っ
て
い
る
「
御

畳
所
（
畳
師
）
伊
阿
弥
」
と
は
何
者
で
し
ょ
う
か
。
織
田
信
長
は
、
技
芸
・

職
能
に
優
れ
た
も
の
に
「
天
下
一
」
の
号
を
与
え
て
、
顕
彰
・
保
護
し
て
い

ま
し
た
。
織
田
信
長
に
仕
え
た
畳
師
、
伊
阿
弥
宗
珍
も
そ
の
中
の
一
人
で
、

禁
裏
関
係
の
建
築
や
安
土
城
広
間
の
畳
の
製
造
を
請
負
い
、
名
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

織
田
信
長
が
本
能
寺
で
敗
死
し
た
の
ち
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
な
っ
て

も
、
伊
阿
弥
氏
は
存
続
し
ま
す
。
前
田
玄
以
は
、
豊
臣
秀
吉
の
配
下
に
あ
っ

た
能
吏
で
、
京
都
所
司
代
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
『
玄
以
法
印
下
知

状
』
の
中
に
も
、
石
見
氏
（
伊
阿
弥
氏
）
に
宛
て
た
天
正
一
一
年
〔
一
五
八

三
〕
付
の
下
知
状
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　ガ吾　
方
、
疊
指
　た
リ爲

二　
天
下
　
。
一
一　

信
長
　さ
レ被

レ　
　な成
二　
御
朱
　ヲ

、
印
一　

　ノ諸　
公
事

御
免
許
之
上
　ハ

、
者　

　あ
ま
ね
ク

彌
　
　ま
か
セ
任
二　
秀
吉
　は
ん
ぎ
や
う

判
形　
之
　ニ

、
旨
一　

　ざ
ル不

レ　
　カ
ラ
可
レ　
　ル有
二　
相
　異
一　

之
状
、
　シ如
レ　
　ノ件　

天
正
十
一
　
十
二
月
廿
日

石
見

『
玄
以
法
印
下
知
状
』
塙
保
己
一
編
『
続
群
書
類
従
・
第
二
三
輯
下
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
文
社
（
一
九
二
五
）

（
書
き
下
し
文
）
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　わ吾　
が
　か
た方　
、
　た
た
み
ざ
し

疊
指　
　て
ん
が
い
ち

天
下
一　
た
り
。
信
長
　ご
し
ゆ
い
ん

御
朱
印　
を
な
さ
れ
、
　
も
ろ
も
ろ
諸　

の
　く
じ
ご
め
ん
き
よ

公
事
御
免
許　
の
　う
へ上　
は
、
　あ
ま
ね彌　く
秀
吉
　は
ん
ぎ
や
う

判
形　
の
　む
ね旨　
に
　ま
か任　
せ
、
　さ
う
ゐ

相
異　
あ

る
べ
か
ら
ざ
る
の
　じ
や
う状　、
　く
だ
ん件　の
　ご
と如　
し
。

天
正
十
一
年
十
二
月
廿
日

石
見

下
知
状
で
す
か
ら
、「
吾
方
」
は
、
相
手
を
親
し
ん
で
呼
び
か
け
る
こ
と

ば
と
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
　た
た
み
ざ
し

疊
指　
」
は
畳
職
人
。「
　は
ん
ぎ
ょ
う

判
形　
」
は
お
墨
付
き
。

「
石
見
」
と
は
、
願
い
出
て
「
伊
阿
弥
」
を
こ
の
よ
う
に
表
記
す
る
こ
と
を

許
可
さ
れ
た
も
の
。
正
確
か
ど
う
か
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
応
の
現
代

語
訳
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

（
現
代
語
訳
）

そ
の
ほ
う
は
、
畳
師
と
し
て
「
天
下
一
」
の
称
号
を
も
っ
て
い

る
。
信
長
が
御
朱
印
を
与
え
、
い
ろ
い
ろ
な
公
の
事
業
を
免
許
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
も
、
秀
吉
の
お
墨
付
き

を
与
え
て
、
こ
の
通
り
間
違
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
。

天
正
一
一
年
〔
一
五
八
三
〕
一
二
月
二
〇
日

石
見
（
伊
阿
弥
）

『
玄
以
法
印
下
知
状
』
に
含
ま
れ
る
下
知
状
の
日
付
を
見
る
と
、
天
正

一
一
年
〔
一
五
八
三
〕
の
も
の
が
大
半
で
、
翌
天
正
一
二
年
〔
一
五
八
四
〕

の
も
の
が
少
し
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
能
寺
の
変
が
天
正
一
〇
年
〔
一
五
八

二
〕
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
京
都
に
は
い
っ
た
秀
吉
が
戦
後
処
理
を

急
い
で
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
石
見
（
伊
阿
弥
）
へ
の
下
知

状
か
ら
わ
か
る
の
は
、
信
長
が
商
工
業
者
に
与
え
た
権
利
を
、
秀
吉
も
尊
重

し
て
保
障
す
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。

江
戸
時
代
の
元
禄
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
　じ
ん
り
ん
く
ん
も
う
ず
い

人
倫
訓
蒙
図
彙　
』（
一
六
九
〇
）

第
六
巻
は
職
人
　づ
く
し尽　で
す
が
、
こ
の
図
の
説
明
文
の
中
に
、「
畳
師
伊
阿
弥
」
が

六
角
油
小
路
町
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
大
学
付
属

図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://hdl.handle.net/2433/18072

）
か

ら
影
印
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
次
に
引
用
し
ま
し
ょ
う
。
挿
絵

に
は
、
今
日
の
畳
屋
と
同
じ
仕
事
の
や
り
方
が
描
か
れ
て
い
ま
す
（
影
印
か

ら
一
部
を
切
り
取
っ
て
引
用
し
ま
す
）。
ち
な
み
に
、
畳
が
一
般
民
家
に
普

及
す
る
の
は
、
明
治
時
代
以
降
の
こ
と
で
、
江
戸
期
ま
で
は
、
室
内
に
文
様

入
り
の
薄
縁
の
畳
が
敷
け
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
地
位
が
高
い
こ
と

の
象
徴
で
し
た
。

畳
師
（『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
三
年
〔
一
六
九
〇
〕
刊
、
第
六
巻
）

京
都
大
学
付
属
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

ttp
:/

/
h
d
l.h

a
n
d
le.n

et/
2
4
3
3
/
1
8
0
7
2

）

　た
た
み
し

畳
師　

　た
た
み畳　と
い
ふ
は
、
今
の
　う
す
べ
り

薄
縁　
を
い
ふ
も
の
也
、
　た
た
み畳　
　お
き置　
て

　こ
れ是　
を
　し
く敷　
ゆ
へ
也
。
　い
ま
ど
き

今
時　
　き
ん
り

禁
裏　
　お
ん
た
た
み
や

御
畳
屋　
、
　か
ら
す
ま
る

烏
丸　
通
　は
ち
ま
ん

八
幡　
町
の
　し
も下　
大
　は
り針　
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　か

　ゞ　
加
賀　
、
同
　と
を
り通　四
　で
う条　
上
ル
丁
　い

あ

み

伊
阿
弥　
　ち
く
ご

筑
後　
、
　あ
ぶ
ら
の
こ
う
ぢ

油
小
路　
六
角
下
ル
丁
同

　な
が
と

長
門　
、
　お
ほ大　
　さ
か坂　
道
修
町
　だ
う
と
ん
ぼ
り

道
頓
堀　
、
　き
や
う京　
　ほ
り
か
は

堀
川　
　な
か
た
ち
う
り

中
立
賣　
の
　し
も下　
、
　そ
の
ほ
か

其
他　
　し
よ

く
所
　々

に
あ
り
。

『
　じん
り
ん
く
ん
も
う
ず
い

人
倫
訓
蒙
図
彙　
』（
元
禄
三
年
〔
一
六
九
〇
〕
刊
行
）
第
六
巻

禁
裏
に
出
入
り
す
る
畳
屋
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
中
に
、
烏
丸
通
四
条
上
ル

町
に
　い

あ

み

伊
阿
弥　
　ち
く
ご

筑
後　
、
油
小
路
通
六
角
下
ル
町
に
　い

あ

み

伊
阿
弥　
　な
が
と

長
門　
が
住
ん
で
い
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
能
寺
の
変
が
天
正
一
〇
年
〔
一
五
八
二
〕、
伊
阿
弥
へ
の
下
知
状
（『
玄

以
法
印
下
知
状
』）
が
天
正
一
一
年
〔
一
五
八
三
〕、
本
能
寺
が
豊
臣
秀
吉
の

命
で
現
在
の
地
に
移
転
し
た
の
が
、
天
正
一
五
年
〔
一
五
八
七
〕。
下
知
状

が
下
さ
れ
た
と
き
の
伊
阿
弥
の
居
所
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
油
小
路
通

六
角
下
ル
の
東
側
は
、
本
能
寺
の
故
地
で
す
か
ら
、
何
ら
か
の
縁
故
が
あ
っ

て
、
こ
こ
に
居
を
定
め
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■

肉
桂
水
の
怪

本
シ
リ
ー
ズ
第
2
回
で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
堀
川
（
江
戸
時
代
に
は
、

こ
の
あ
た
り
は
開
渠
。
現
在
は
暗
渠
）
と
西
洞
院
川
（
江
戸
時
代
は
、
六

角
通
ま
で
は
暗
渠
で
、
六
角
通
か
ら
開
渠
に
な
っ
て
い
る
。
今
は
す
べ
て
暗

渠
）
が
流
れ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
あ
た
り
は
井
戸
が
沢
山
あ
り
、
良
質
の

地
下
水
が
え
ら
れ
ま
し
た
。
い
く
つ
か
名
水
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
が
、
徐
々
に
水
位
が
下
が
り
、
と
ど
め
は
四
条
通
の
阪
急
地
下
鉄
工
事
。

こ
の
結
果
、
多
く
は
涸
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
名
水
の
一
つ
が
肉
桂
水
。『
改
訂
京
都
民
俗
志
』
の
説
明
に

よ
れ
ば
、中

京
区
　お
が
わ

小
川　
通
り
　た
こ
や
く
し

蛸
薬
師　
上
る
民
家
の
庭
に
あ
る
。
周
囲
に
石

垣
の
あ
る
窪
地
の
底
に
あ
っ
て
、
石
段
を
降
り
る
と
（
地
面
か
ら

一
・
三
メ
ー
ト
ル
下
）
ち
ょ
っ
と
し
た
平
地
に
円
井
戸
（
径
五
五

セ
ン
チ
、
井
戸
側
が
地
面
か
ら
上
が
っ
て
い
な
い
）
が
あ
っ
て
、

三
〇
セ
ン
チ
ば
か
り
下
に
水
が
あ
る
。
い
ま
は
廃
水
と
な
っ
て
い

る
が
、
昔
は
　に
っ
け
い

肉
桂　
の
に
お
い
が
あ
る
と
て
茶
の
湯
に
珍
重
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
楊
枝
水
と
も
称
え
ら
れ
た
。

『
改
訂
京
都
民
俗
志
』〔
井
上
頼
寿
、
ワ
イ
ド
版
東
洋
文
庫
一
二
九
、

平
凡
社
、
一
九
六
八
、
八
三
ペ
ー
ジ
〕

さ
ら
に
、
信
長
首
洗
井
と
も
い
い
、
明
智
光
秀
が
織
田
信
長
の
首
を
洗
っ
た

井
戸
で
あ
る
と
も
伝
え
て
い
る
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
辺
が
本
能
寺
の

故
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
た
伝
承
の
類
で
し
ょ
う
。
所
在
地
は
、

小
川
通
蛸
薬
師
上
ル
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
で
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
所

在
地
は
新
町
通
六
角
の
南
と
あ
り
ま
す
。

　に
く
け
い
す
ゐ

肉
桂
水　

新
町
通
六
角
の
南
、
人
家
の
奥
に
あ
り
。
　き
は
め竟　て
清
冷
に
し
て
寒

暑
に
増
減
な
く
、
自
然
と
香
気
あ
り
、
故
に
名
と
す
。

地
元
の
広
報
誌
（『
本
能
学
区
ま
ち
づ
く
り
の
し
お
り
』）
に
よ
る
と
、
西

洞
院
通
蛸
薬
師
上
ル
東
側
の
和
田
家
に
肉
桂
水
と
呼
ば
れ
る
井
戸
が
残
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
水
は
涸
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
付
近
は
、

古
く
は
、
後
鳥
羽
上
皇
御
所
で
、
の
ち
に
両
替
商
三
井
家
の
本
拠
地
と
な
っ
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た
と
こ
ろ
。
現
在
は
、
新
町
通
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
は
、
京
都
逓
信
病
院
が

立
地
し
て
い
ま
す
。
和
田
家
は
三
井
家
よ
り
一
部
を
譲
り
受
け
て
現
在
に
い

た
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
の
記
載
を
新
町
通
六
角
の
南
の

•　西
•　側
と
考
え
る

と
、
地
元
の
広
報
誌
は
同
じ
と
こ
ろ
を
差
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
一
方

で
、
地
元
の
広
報
誌
の
肉
桂
水
の
写
真
と
、『
改
訂
京
都
民
俗
志
』
の
描
写

と
は
符
合
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、『
改
訂
京
都
民
俗
志
』
が
誤
っ

て
、
一
筋
ず
れ
た
場
所
を
記
載
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
（『
改

訂
京
都
民
俗
志
』
の
描
写
が
具
体
的
な
の
で
、
一
度
、
許
可
を
え
て
和
田
家

を
訪
問
し
て
確
か
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

『
山
城
名
勝
志
』
巻
四
に
は
、
こ
の
近
辺
で
は
、「
　と
が
し
の
み
ず

富
樫
水　
」、「
　
く
る
ま
の
み
ず

車
水　
」
な

ど
の
項
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
消
え
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

　と
が
し
の

富
樫　
水

和
名
集
云
、
　洛中
名

水
ノ
内　
富
樫
ノ
水
　四條
ノ
坊
門

堀
川
の
西
頬　
是
元
　　
之
舊
跡
。
　従
二　
水

車
ノ
　
、
地
一　

　現
二　
此
在
　
。
所
一　
近
代
　成
レ　
井

　
く
る
ま
の
み
ず

車
水　

和
名
集
云
、
　洛中
名

水
ノ
内　
車
水
　四條堀川　
　従
二　
水
車
ノ
　
、
地
一　

　現
二　
此
在
　
。
所
一　
近

代
　成
レ　
井

堀
川
高
校
の
あ
る
と
こ
ろ
（
堀
川
通
四
条
上
ル
四
坊
堀
川
町
）
は
、
江
戸

時
代
に
藤
堂
藩
藩
邸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
前
は
、
古
田

織
部
の
屋
敷
。
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
の
『
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
京
都
』
No.

一
九
二
（
二
〇
〇
四
）
考
古
ア
ラ
カ
ル
ト
31
「
桃
山
文
化
の
陶
磁
器
〜
つ

ち
の
中
か
ら
〜
」
に
よ
る
と
、
古
田
織
部
の
屋
敷
跡
（
堀
川
通
四
条
上
ル
四

坊
堀
川
町
）
で
大
量
の
陶
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
桐
の
紋
を
図

案
化
し
た
青
織
部
角
皿
（
一
七
世
紀
初
頭
の
醒
ヶ
井
通
の
側
溝
か
ら
出
土
）

し
た
も
の
が
見
事
で
す
。

地
元
の
広
報
誌
（『
本
能
学
区
ま
ち
づ
く
り
の
し
お
り
』）
に
よ
る
と
、
古

田
織
部
の
屋
敷
に
「
醒
ヶ
井
」
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
田
織

部
の
屋
敷
に
は
、
有
名
な
茶
室
「
　え
ん
な
ん

燕
庵　
」
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
（
の
ち
に
、
藪
内
家
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
シ
リ
ー
ズ
第
14
回

参
照
）、
当
然
の
こ
と
に
井
戸
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（『
拾
遺
都
名
所

図
会
』
の
「
藪
内
茶
亭
庭
中
の
図
」
に
も
、
燕
庵
の
傍
ら
に
井
戸
が
書
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
）。
も
し
か
し
た
ら
、
燕
庵
の
井
戸
を
「
醒
ヶ
井
」
と
呼
ん

で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
想
像
が
ふ
く
ら
み
ま
す
（
ち
な
み
に
、
第
2

回
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
藪
内
家
六
代
竹
陰
が
一
七
九
〇
年
〔
寛
政
二
年
〕

に
　さ
め
が
い

左
女
牛
井　
を
修
復
し
て
い
ま
す
）。
本
シ
リ
ー
ズ
第
2
回
で
は
「
醒
ヶ
井

水—

　に
い
さ
め
が
い

新
醒
ヶ
井　
」
は
、「
　さ
め
が
い

左
女
牛
井　
」
を
同
じ
水
脈
で
堀
り
な
お
し
た
も
の

と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
古
田
織
部
の
屋
敷
に
醒
ヶ
井
が
あ
っ
た
す
れ
ば
、
ご

く
近
く
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
堀
り
な
お
し
た
と
紹
介
し
た
ほ
う
が
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
地
元
の
広
報
誌
（『
本
能
学
区
ま
ち
づ
く
り
の
し
お

り
』）
の
記
載
が
、
ど
の
文
献
に
よ
る
の
か
は
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
単
な
る
当
て
推
量
で
す
。

町
名
看
板
「
六
角
通
西
洞
院
東
入
本
能
寺
町
」
4©
は
、
別
の
ス
ポ
ン
サ
ー

の
も
の
で
す
が
、
手
書
き
書
体
が
好
ま
し
い
。
こ
の
町
名
看
板
は
、「
中
京

区
」
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
、
左
か
ら
右
へ
書
い
て
あ
り
ま
す
。

六
角
通
を
西
へ
。
醒
ヶ
井
通
が
突
き
当
た
っ
た
丁
字
路
の
東
南
か
ど
近
く

に
町
名
看
板
「
醒
ヶ
井
通
六
角
下
ル
越
後
突
抜
町
」
5©
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
と
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　ろ
っ
か
く
ど
お
り

六
角
通　
　に
し
の
と
う
い
ん

西
洞
院　

　に
し
い
る

西
入　
　ほ
ん
の
う
じ
ち
ょ
う

本
能
寺
町　
4©

　さ
め
が
い
ど
お
り

醒
ヶ
井
通　
　ろ
っ
か
く

六
角　

　さ
が下　
ル
　え
ち
ご
つ
き
ぬ
け
ち
ょ
う

越
後
突
抜
町　
5©

こ
ろ
が
切
り
離
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
、「
中
京
区
」
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
別
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
も
の
。

越
後
突
抜
町
は
、
小
堀
遠
州
（
天
正
七
年
〔
一
五
七
九
〕
〜
正
保
四
年

〔
一
六
四
七
〕）
の
京
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。『
洛
中
絵
図
』（
京
都
大
学
付

属
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
醒
ヶ
井
通
の
東
、
油
小
路
通
の
西
、
蛸
薬
師
通

の
北
、
六
角
通
の
南
の
区
画
に
小
堀
某
の
屋
敷
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
作

事
奉
行
と
し
て
、
宮
中
の
造
営
を
は
じ
め
と
し
て
、
寺
院
や
神
社
の
建
築
に

指
揮
し
た
ほ
か
、
作
庭
に
も
す
ぐ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
き
れ

い
さ
び
と
称
さ
れ
る
茶
の
湯
。
後
半
生
は
、
伏
見
奉
行
（
一
六
二
三
〜
一
六

四
七
）
と
し
て
、
伏
見
の
奉
行
屋
敷
に
住
み
、
そ
こ
で
死
去
し
ま
し
た
（
小

堀
遠
州
は
、
今
回
の
野
口
家
住
宅
の
説
明
に
も
出
て
き
ま
し
た
）。
越
後
突

抜
町
に
は
、
小
堀
遠
州
の
甥
の
子
孫
が
、
以
後
明
治
維
新
ま
で
、
代
々
京
都

代
官
と
し
て
住
み
ま
し
た
。『
京
町
鑑
』
で
は
、
六
角
通
の
横
町
と
し
て
、

「
越
後
町
」
を
あ
げ
、
そ
の
南
側
を
「
六
角
越
後
突
抜
町
、
一
名
　か
せ
や

綛
屋　
町
と

も
云
」
と
記
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

此
町
東
側
小
堀
備
中
守
殿
御
屋
敷
有
。
此
　ず

し
辻
子　
南
の
辻
は
蛸
薬

師
通
也
。

白
露
『
京
町
鑑
』、
宝
暦
十
二
年
〔
一
七
六
二
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』

光
彩
社
（
一
九
六
八
）

町
名
看
板
5©
か
ら
少
し
南
に
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
、「
三
浦
太
幸
堂
」（
醒
ヶ

井
通
六
角
下
ル
越
後
突
抜
町
）。
寛
政
年
間
〔
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
〕
創

業
の
日
本
太
鼓
製
造
元
。
雅
楽
用
太
鼓
、
能
楽
用
太
鼓
、
胴
長
太
鼓
な
ど

各
種
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.m
iura-taikoudo.com

/)

を
み
る

と
、
日
本
太
鼓
の
種
類
の
豊
富
さ
に
は
驚
き
ま
す
。
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三
浦
太
幸
堂

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
27
回
）2010/07/05

c©
2007,

2008,2010

藤
田
眞
作http://xym

tex.com


